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日・1 元気に働きいきいきとして
心ゆだかなまちをつくりましょう

野1 手をつなぎともに健康で
市 り 蜘いまちをつくりましょう
>，.、 1 自然を守り 緑と清流と太膿の
民 美しいまちをつくりましょう
憲1 人を向にし弱い人にも知どもにも

思いやりのあるまちをつくりましよう
章1，文化をつちかい うるおいのある

； 平和なまちをづくりましょう

1996年
（平成8年）

第900号
8/1 

毎月 1日・15日発行

発行／日野市
編集／企画財政部広報課

〒191東京都日野市神明1-12-1

市役所の代表電話 0425(85)1111
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上
の
各
地
に
燎
原
（
り
ょ
う
げ
ん
）

の
火
と
な
っ
て
、
民
族
間
の
民
主

化
が
進
み
つ
つ
あ
る
の
も
世
紀
の

現
実
で
す
。

戦
争
放
棄
と
戦
力
保
持
を
否
認

し
た
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
は
大

き
い
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

今
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ

展キヒ和継 るをし が 日 ・一 99`I 事ゴ•一..ー"--↓33I↓-
開集口のいそ人体た昨行毎←こ ► 
さ会シ国でれが験が年ゎ年をと ををた市財 7被
れをマ民‘で少し‘はれ --,迎し

只晶塁百賛皐賛三世→ ま 全 ス も 三
呂菖塁屑員畠麿罪日・環

まし‘進器和な時慕塁文畠専青［五呈三塁畠菜り野 1閂
すて 9は廃のりの代 50 没° 15三 ‘しる会査綱‘庁5t料
゜全日毎絶尊ま様ゎ年 者 日 目総た 7は会に市 な

讐象？点喜杞墨そる 醤 一＇亨 ゜？、日祠只は行！慮
地ガ日戦受 。伝戦年 式

終巨
戦言

行 日重問て日

にサの平け え時で ← の＇悶 ‘なし
‘野財 iホ

答 審ま日円政 i廂
非なすで納主平 三

言改 申議し野ィ丁 年

政つ ゜に得義和国言
府た一成すの活連

調 l 』、三，―瓢疇｀ 醤市

組→方功 る エ 動 を [ 8野li 査 i 久 、ヽ
織草にし世ゴも中巨 ム、

ぜ ま業 ま平基業 1 言兵 10平は

のの‘て界が‘心巨 =:． 
iひ お す のす和金基日ま 1__ 器月和‘

住根必 観あ大
こ誘 一゚ ゜事 を 金 に た を 廃 8 を核

民←然いをつ国与 1行財政改箪が！ 覧 い 環こ業活条—‘議絶日願兵
運と的な共てにる昌

t ＜ 合 ととを用例日昭決．にい器

嘉喜醤鍼厚喜点胃[
竿 iだわ しし推しを野和 ゜ 平—‘廃

についてー．させ ても進て 市 63 和日昭絶
地れ向状る族覇問言 申 tいQ 開そセ翼震平年都野和と

球 る と でまが権の呈
i っ催の し 和 4 市市 57世

え し事いに、事月 宣核年界

る 動もこ国界に＇砿詳呈兎履雰悶只房 t ‘ 
自地と世とやォ展＇いしのめ点野課て理 島久原 刻人密下

然球言界で地リ開言
合く方のやに題の念 市平爆原み々しさ広

塁占忌悶文累ピ乳巨

わは向各新わに意や 1で和死爆込のえれ島
巨せ企が種たたつ見埜！はの没のま心まて・

畠贔易畏訂喜；して 1亙胃翌量腐品竺孟裔．青胃喜屡旦鼻嘉奮旦
も系で人ンし大る亘さ 云

れの代素は約な t6 を慰迎い体 -し

畠 度 文 鷹号乳合 100, し｝内て見に・ ‘ 
日祈霊えまに被と原

運切
に年三

い直対効行し考 i因 念とるす今爆し子
し世に ゜な の は 爆

動に 孟癸魯闊易 9 悶〗笈厚開緊昆喜 l 口て塁塁 醤鷹鳳票
にす 運会のの世；； ►・ ー・市広恒玖 くは年投

く る動先 さも 体の校 一成キ派
だ向 時 に 頭 今れ市広験都生こ環事の遣 国

知極言て

さ暑と対と‘まの島し市 20とと業行
の的巨学日

事際
いの 思しす国す助・まな人し言も事業交お行

とに目習野

とがもぇ‘に‘流り
言が市

゜屡足麦畠骨°靡旦文に‘市る草市ヒ事 っ＇続で
健す援縄視 業 ・ ホ欧のもの民口業予只

目けは

晨゚ 廠罠癸 扇闊 人喜農怠根参シ‘
三ら‘

平加マ青
°る＇れ生

お 励の田 人の ス国事す和さ・少
- 亘 る 涯

過 を平知 が行 予拿農゚ 謡誓杏畠
とよに

大、 お和事 はうわ

じ ＜ 運 を 需翌 を国高 の助サ外 承
なた

日

野

市

長

森
田

喜
美
男

ー
及
び
101会
議
室

▽
内
容
1
1
戦
争
と
平
和
に
関
す
る

被
爆
現
物
資
料
や
広
島
市
民
が
描

い
た
原
爆
の
絵
•
原
爆
被
災
写
真

の
展
示
、
証
―――-
＝
ビ
デ
オ
の
放
映
、

ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

▽
問
合
せ
先
1
1
総
務
部
庶
務
課
6

内
線
432

8
月
6
日
（
広
島
）
、

9
日
（
長
崎
）

原
爆
の
日
に
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

で
は
8
月
9
日
⑤
に
原
爆
被
爆
51

周
年
の
慰
霊
及
び
平
和
祈
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
式
典
で
は
、

広
島
・
長
崎
両
市
長
か
ら
全
世
界

に
向
け
、
核
戦
争
の
悲
惨
さ
と
核

兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
る
「
平
和
宣

言
」
が
行
わ
れ
、
平
和
の
鐘
を
合

図
に
1
分
間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ

ら
れ
ま
す
。

式
典
に
先
立
ち
、
広
島
・
長
崎

両
市
長
か
ら
こ
の
趣
旨
へ
の
賣
同

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

草
の
根
の
平
和
連
動

通
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
内
に

3
千
234あ
る
市
町
村
自
治

体
の
中
で
反
核
•
平
和
宣
言
を
実

施
し
た
自
治
体
の
数
が
2
千
179と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
日
野
市
も
1
9
8
2年
核

兵
器
廃
絶
•
平
和
都
市
宣
言
を
施

行
し
て
、
市
民
の
平
和
事
業
を
積

応
援
し
ま
す

あ
な
た
の
生
涯
学
習

＿―
 

日
野
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

――
 

一

振
興
協
会
を
設
立

生
涯
学
習
体
系
の
確
立
し
た
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
茫

性
化
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
を
図

る
社
会
環
境
と
条
件
整
備
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
教
育

•
福
祉
•
生
活
と
い
う
枠
を
越

え
、
総
合
的
な
情
報
を
提
供
し
た

り
、
個
人
の
学
習
活
動
か
ら
発
展

し
て
、
地
域
の
仲
問
づ
く
り
へ
と

向
か
う
学
習
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が

必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に

根
ざ
す
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
関
連
団
体
の
発
展
と
広
範
な

学
習
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、

「
日
野
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

協
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
次
の
2
つ
の
分
野

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

＠
学
習
活
動
の
奨
励

助

成

分

野

~
~
1

,
I
I

、
,
'

広
島
・
長
崎
両
市
長
の
依
頼
で

「広
島
原
爆
供
蓑
塔
納
骨
名
簿
」
と

情

報

分

野

原

爆

犠

牲

者

の

納
（
遺
）
骨
名
簿
掲
示

日
野
市
非
核
平
和
展
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
13日
因
ー
16日
⑱

午
前

9
時
i
午
後

5
時

▽
会
場
1
1
市
役
所
1
階
市
民
ロ
ビ

原
爆
投
下
時
刻
の
8
月
6
日
午

前

8
時
15分
（
広
島
市
）
、

9
日
午

前

11時
2
分
（
長
崎
市
）
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
及
び
地
域

で
1
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。ま

た
、
当
市
で
は
、
昭
和
57年

に
「
核
兵
器
廃
絶
•
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
い
、
平
和
行
政
と
し
て

平
和
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
60年
か

ら
広
島
・
長
崎
及
び
沖
繍
の
平
和

行
進
等
参
加
者
に
対
し
て
費
用
の

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
そ
の
事
業
に
、
広
島

ヘ
8
人
、
長
崎
へ

8
人
、
沖
縄
ヘ

17人
の
合
計
33人
の
方
が
参
加
さ

れ
る
予
定
で
す
。

「
長
崎
原
爆
殉
難
無
縁
遺
骨
名
簿
」

を
市
役
所
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
、

10月
31日
困
ま
で
掲
示
し
ま
す
。

1
柱
で
も
多
く
の
遺
骨
を
遺
族

の
も
と
へ
お
返
し
す
る
た
め
、
両

市
で
は
名
簿
を
公
開
し
、
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
名
簿
を
こ
覧
く
だ
さ
い
。

••••••••••••••••••••••••••••••••• 
以
上
▽
問
合
せ
先
1
1
総
務
部
庶

務
課
6
内
線
432

関
東
大
会
や
全
国
大
会
等
に
出

場
す
る
個
人
・
団
体
に
参
加
費
を

助
成
し
ま
す
。

＠学習活動の援助

生涯学習相談窓口を設け、

学習活動についての相談や総

合的な情報提供を行います。

＠自主サークル活動の情報提

供とPR

市内のサークルや団体につ

いて情報を掲載した名簿を発

行します。

＠講座・イベント情報の提供

切年春に講座やイベントを

一覧した冊子の発行を予定し

ています。

＠人材登録制度を検討

市内に在住・在勤・在学す

る人材を活用するための登録

制度をスタートさせる準備を

進めています。

詳しくは日野市文化・スポ

ーツ振興協会(6内線545生涯

学習課内）へ問い合わせくだ

さい。

平和事業

映画のつとい
アニメーション映画
「チョッちゃん物語.J |まか

8月ll日（日）
午前10時10分から

市民会館大ホール

2日（舎 ・16日（鉗

午後 1時30分～ 4時

8日困 ・22日沐

午後 1時30分～ 4時 毎週月曜～金曜日
午前 9時～午後 4時

市役所 1階
市民相談室

19日（月）
午後 1時-4時

市民相談担当
合 85-2000

※`受け付けは
午 前 8時30分
か ら

9日（金）

午後 1時30分- 4時

市役所 29昔
社会福祉課

教職員研究
室内
教育相談室

1日休

午後 1時30分 ～ 4時

28日困

午前10時～午後 4時

おお〈ほ

保育園
同保育園
で986-1172

あさひがおか

児童館
同児童館
合 86-1184

社会橿祉課
云内線227

教育相談室
云92-0505

市役所 2階
社会福祉課

毎週月曜一金曜日
午前 8時3的｝～

午後 5時

21日困

午前 9時30分一正午

社会揖祉課
六内線228

毎週木曜日
午後 1時～4時

2日（命 ・16日（釦

午前 10時 ～午後 2時

13日（刈
午後 1時30分 ～

2時30分

中央
福祉センター

休日準夜
診療所

社会橿祉
協議会
ff82-2319 

ポランティア
センター
云82-2318

2日（命
午後 1時30分～ 3時

2日（金｝
午後 1時30分 ～ 3時

9日（命・ 23日（金
午後 1時30分 ～ 3時

生活・
保健センター

16日（金
午後 1時30分-3時

旭が丘
地区センター

健康諫
ff81-4111 

毎週月曜～金曜日
午前10時～午後 3時

生活・ 消費生活相該
保健センター 1室ff81-3556

7日(tJ・14日困・21日術・28日休
午前9時l5分～午後 I女性センター
3時（ff87-B177)

女性センター
ff84-2733 

ー広報ひのは、古紆を利用しだ再生紆を使 ¥．_,..，v、gす
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►
早
く
炭
が
で
き
な
い
か
な

靡
璽
詈
書
贔
誓
'
~
•

疇
疇
尋
諷
磨
硼
噂
g瑚
詞
岡
嗅
翠
窄

市
民
住
宅
事
業
は
、
市
内
の
宅
住
宅
が
建
設
で
き
る

③
全
戸
分
き
る
⑤
交
通
の
便
が
良
い

地
化
農
地
を
お
持
ち
の
方
に
農
地
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
▽
特
典
1
1
①
建
設
費
の
一
部
に
補

を
転
用
し
て
良
質
な
共
同
住
宅
を

④
20年
以
上
偕
り
上
げ
契
約
が
で

建
設
し
て
い
た
だ
き
、
市
が
一
括

：
g

し
て
借
り
上
げ
て
、
市
民
に
質
の

良
い
賃
貸
住
宅
を
提
供
す
る
制
度

で
す
。市

で
は
、
今
年
度
以
降
に
建
設

す
る
市
民
住
宅
の
建
主
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
条
件
1
1
①
宅
地
化
農
地

（
生
産
緑
地
で
な
い
も
の
）
の
面

槙
が

一
団
で
1
千
平
方
店
以
上
あ

る

②
18戸
程
度

(
1戸
当
た
り

3
D
K、
65平
方
屈
程
度
）
の
集
合

市
内
の
名
所
・
公
共
施
設
な

ど
を
巡
る
「
市
内
見
学
会
」
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

公
園
か
ら
出
る
せ
ん
て
い
枝
等

を
材
料
に
、
ド
ラ
ム
カ
ン
や
き
、

伏
せ
や
き
等
の
簡
単
な
炭
や
き
を

行
い
ま
す
。
調
理
だ
け
で
な
く
、

水
の
浄
化
、
脱
臭
、
除
湿
な
ど
様

々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
炭
に
つ
い

ご参加ください

夏の 0 0 0 0 

市内見学会

昼
間
は
人
目
に
つ
か
ず
、
夜
に

活
動
す
る
昆
虫
（
コ
オ
ロ
ギ
、
ウ

マ
オ
イ
ほ
か
）
を
観
察
し
ま
す
。

奮
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8
月
24
日
山
午
後
6
時

30分
1
8時
※
雨
天
実
施

▽
会
場
1
1
南
平
丘
陵
公
園

▽
指
導
11
神
保
一
義
氏
、
片
岡
尤

印
鑑
登
録
は
、
皆
さ
ん
の
権
利

と
財
産
を
守
る
大
切
な
も
の
で
す

か
ら
、
登
録
手
続
き
に
は
万
全
を

期
し
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
手
続
き
に

は
日
数
を
要
し
ま
す
。
余
裕
を
持

っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＠
登
録
申
請
方
法

登
録
申
請
者
ま
た
は
代
理
人

▽
説
明
者
1
1
小
林
和
男
氏
（
日

野
史
談
会
会
曇
）

▽
定
員
11
各
日
25人
（
先
着
順
）

▽
そ
の
他
1
1
①
昼
食
は
持
参
を

②
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
は

4
人
ま
で
③
足
元
の
悪
い
所

を
歩
く
の
で
履
き
慣
れ
た
運
動

靴
で
参
加
を

④
小
学
生
親
子

の
参
加
可

▽
申
込
み
先
11
広
報
課
市
民
相

談
担
当

(
6
8
5
.
2
0
0
0
)

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時1
1
8

月
2
8日
困
•
2
9
日

困
午
前
9
時
ー
午
後
4
時
※
市

役
所

1
階
ロ
ビ
ー
に
集
合
。
雨

天
実
施

▽
コ
ー
ス
1
1
市
役
所
ー
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
ー
安
養
寺
ー
市
役

所
（昼
食）
ー
ふ
る
さ
と
博
物
館

i
七
ツ
塚
遺
跡
ー
復
元
住
居
跡

（
中
央
公
園
内
）
※
コ
ー
ス
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

=-=＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝＝＝＝=-＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-=＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝-＝ 

ツ
公
園
管
理
棟
前
に
集
合

腹
寧
曾
璽
睾
}
:
]
江

g
r
n
1
1

日
〖
場

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
定
員
1140
人
（
先
着
順
）

▽
日
時
11
8
月
31日
山
午
前
9
時
▽
申
込
み
先
11
閲
日
野
市
環
境
緑

30分
ー
11時
30分
※
仲
田
ス
ポ
ー
化
協
会
6
市
役
所
内
線
265

南
平
丘
陵
公
園
で
自
然
観
察
会

二
氏
（
日
野
の
自
然
を
守
る
会
）

▽
参
加
方
法
1
1
申
し
込
み
不
要
。
当

日
直
接
、
同
公
園
管
理
棟
に
集
合

※
児
童
は
保
護
者
同
伴
゜

▽
持
ち
物
11
懐
中
電
灯
※
長
そ

で
、
長
ズ
ボ
ン
で
参
加
を

▽
問
合
せ
先
1
1
公
園
緑
政
課
6
内

線

362

夜
の
生
き
物
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

新
築
、
増
築
し
た
方
へ

家
屋
調
査
に

ご

協

力

を

市
で
は
、
平
成

8
年
1
月
2
日

以
降
に
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
家

屋
に
つ
い
て
、
平
成
9
年
度
か
ら

の
固
定
資
産
税
．
都
市
計
画
税
の

評
価
額
算
定
の
た
め
に
、
現
在
、

家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
家
屋
の
所
有

者
に
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
市

の
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査

内
容
は
、
床
面
積
や
建
物
の
内
部

・
外
部
の
材
質
と
な
り
ま
す
の

で
、
家
屋
の
図
面
や
仕
上
げ
表
な

ど
を
こ
用
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
屋
を
取
り
製
し
た
時

貯水率

97.5 

％ 

70.5 

％ 

78.8 

％ 

►
昨
年
完
成
し
た
日
野
市
民
住

宅
第
3
か
し
の
木
ハ
イ
ツ

助
金
を
交
付
②
住
宅
金
融
公
庫

の
融
資
を
優
先
的
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
③
東
京
都
の
優
良
民

問
賃
貸
制
度
の
利
子
補
給
を
優
先

的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
管
財
課

6
内
線
453

（
委
任
状
が
必
要
）
が
、
登
録
を

受
け
る
印
鑑
を
持
参
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
受
け
、
市

で
は
登
録
の
事
実
確
認
の
た
め
、

印
鑑
登
録
は
余
裕
を
持
っ
て

S
手
続
き
に
日
数
を
要
し
ま
す
S

選
挙
人
名
簿
縦
覧

万
願
寺
第
二
土
地
区
画

整

理

審

議

会

委

員

▽
1
日
1
1

「
日
野
市
行
財
政
調
査

会
」
よ
り
改
革
大
綱
に
つ
い
て
答

国
民
健
康
保
険
税
（
本
決
定
分
）

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

本
人
あ
て
に
文
書
（
照
会
書
・
回

答
書
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
回

答
書
を
持
参
く
だ
さ
い
（
代
理
人

可
、
そ
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
）
。
回
答
書
に
よ
り
本
人
の
意
志

を
確
認
し
、
印
鑑
登
録
を
行
い
ま

す。
た
だ
し
登
録
申
請
者
本
人
が
申

請
し
、
官
公
署
が
発
行
し
た
有
効

期
限
内
で
写
真
の
あ
る
本
人
と
特

定
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人
登
録
証
明

書
な
ど
）
を
持
参
し
た
場
合
は
、

文
書
照
会
を
省
略
し
て
登
録
で
き

ま
す
。

少
雨
な
ど
に
よ
り
貯
水
量
不
足
で
す

菖
窓
＠
、
固
傘
胆
怠
包
窃
恐
9

7
月
•
8

月
は
、
1

年
中
で
一
都
の
独
自
水
源
の
多
摩
川
水
系
・

番
水
を
使
う
季
節
で
す
が
、
東
京
小
河
内
ダ
ム
の
貯
水
量
は
、
昨
年

8
月
以
降
の
少
雨
な
ど
に
よ
り
、

現

現

在

も

厳

し

い

状

況

と

な

っ

て

い

△ 17.6 

△ 18.7 

4
月
に
国
民
健
康
保
険
税
（
以

下
「
国
保
税
」
）
の
仮
決
定
分
の
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
課
税
額
の
3

は
、
資
産
税
課
へ
こ
連
絡
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
資
産
税
課
61241

7
 

2
 

一

日
野
都
市
計
画
事
業
万
願
寺
第

二
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選

挙
人
名
簿
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧

し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
5
日
回
＼
18日
⑪

午
前
9
時
ー
午
後
4
時
※
士
曜
・

日
曜
日
も
実
施

▽
会
場
・
問
合
せ
先
1
1
市
役
所

3

階
区
画
整
理
第

3
課
6
内
線
314

＠
印
鑑
証
明
書
の
申
請
方
法

印
鑑
登
録
が
済
む
と
、
本
人
専

用
の
「
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
」
を
お

渡
し
し
ま
す
。
印
鑑
証
明
書
の
請

求
は
、
そ
の
「
カ
ー
ド
」
で
行
い

ま
す
。
登
録
し
た
印
鑑
で
は
請
求

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
「
カ
ー
ド
」
は

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
カ
ー
ド
」
を
持
参
す
れ

ば
、
登
録
者
本
人
で
な
く
て
も
印

鑑
証
明
書
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
・
問
合
せ
先
11
市
民
課
6

内
線
102、
七
生
支
所

(
6
9
1
.
7

7
1
2
)
、
多
摩
平
支
所

(681

.
5
2
0
1
)
 

ま
す
。
ま
た
、
水
源
の
約

8
割
を

依
存
す
る
利
根
川
水
系
の
ダ
ム
の

貯
水
量
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
っ
そ

う
の
節
水
に
、
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
水
道
業
務
課
）

分
の
ー
を
課
税
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
平
成
8
年
度
国
保
税

の
税
額
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、

8
月
14日
こ
ろ
に
本
決
定
分
納
税

通
知
書
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

国
保
税
は
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、
病
気
や
け

が
を
し
た
時
そ
の
医
療
費
を
支
払

う
貴
重
な
財
源
で
す
。
納
期
内
の

納
税
に
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
保
険
年
金
課
6
内

線

253

，
 ▽

日
時
1110
月
21
日
同

1
1
2月
3

日
因
午
前
9
時
ー
午
後
4
時
※
士

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
会
場
1
1
東
京
都
高
年
齢
者
就
業

セ
ン
タ
ー

(
J
R
飯
田
檎
駅
徒
歩

7
分）

▽
対
象
11
お
お
む
ね
60歳
以
上
で

セ
ミ
ナ
ー
受
講
後
、
地
域
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
就
業
で
き

る
方

▽
定
員

11
30人

（選
考
に
よ
る
）

▽
申
込
み
1
1
8
月
20日
g
（必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
毛
筆
で

コ
ー
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入

し
、
閲
東
京
都
高
齢
者
事
業
振
興

財
団

(-F102千
代
田
区
飯
田
矯
3

の
10
の
3
C
0
3
.
5
2
1
1
.
2

3
2
8
)

へ

申
（
庁
内
応
接
室
）
▽

2
日
1
1
日

野
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議

（
庁
内
会
議
室
）
、
定
例
庁
議
（
庁
内

会
議
室
）
▽

3
日
11南
多
摩
斎
場

組
合
議
会
臨
時
会
（
町
田
市
）
に
出

席
▽
4
日
11
青
年
海
外
協
力
隊
々

員
に
激
励
挨
拶
（あ
い
さ
つ
）
（
庁
内

応
接
室
）
▽

5
日
1
1
日
野
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
福
祉
大
会
（市
民

会
館
）
に
挨
拶
▽

6
日
11リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
回
転
市
場
」

4
周

年
記
念
フ
ェ
ア
（
多
摩
平
中
央
商

店
街
）
に
挨
拶
▽

11日
11
東
京
都

市
長
会
厚
生
部
会
・
建
設
部
会

（
東
京
自
治
会
館
）に
出
席
▽

12日

1
1
日
野
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部

会
議
（
庁
内
会
議
室
）
▽

13
日
11

平
和
事
業
市
民
会
議
（
庁
内
会
議

室
）
を
主
宰
▽

14日
11
第
9
回
「
は

く
ち
ょ
う
ま
つ
り
」
（
は
く
ち
ょ
う

学
園
）
を
訪
問

級）

▽
対
象
1
1
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
昭
和

53年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方

CD父
母
が
離
婚

②
父
ま

た
は
母
が
死
亡

③
父
ま

た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

④
父
ま
た
は
母
が
1
年
以

上
生
死
不
明

⑤
父
・
認

知
の
父
ま
た
は
母
か
ら
遺

棄
さ
れ
て
い
る
（
仕
送
り
、

連
絡
な
ど
が
1
年
以
上
な

い
）
⑥
父
ま
た
は
母
が

1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
出
生
（
認
知
さ
れ
て
い

て
も
、
認
知
の
父
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
受
給

可
。
扶
養
の
有
無
の
判
断

に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉

課
へ
問
い
合
わ
せ
を
）

▽
支
給
額

11申
請
の
翌
月

分
か
ら
児
童
1
人
に
つ
き

月
1
万
3
千
500円

児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
11
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
昭
和

53年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
児
童
（
一
定
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
20歳
未
満
）
を
養
育
し

て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者

①
父
母
が
離
婚
②
父
が
死
亡

③
父
が
重
度
の
障
害
者

④
父
が

1
年
以
上
生
死
不
明

⑤
父

・
認

知
の
父
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る

（
仕
送
り
、
連
絡
な
ど
が
1
年
以
上

育
成
手
当

▽
対
象
1
1
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
20歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

①
愛
の
手
帳

1
1
3度
程

度
②
身
体
障
害
者
手
帳

ー
ー

3
級
ま
た
は

4
級

（
下
肢
の
一
部
）
程
度

③
早
期
幼
年
自
閉
症
、
精

神
分
裂
、
そ
う
う
つ
病
、
て

ん
か
ん
、
頭
部
外
傷
後
遺

症
、
腎
・
肝
臓
疾
患
、
心
臓
機
能
障

害
、
血
液
疾
患
、
呼
吸
機
能
障
害
等

で
一
定
程
度
の
障
害
が
あ
る

▽
支
給
額
11重
度
の
場
合
…

1
人

に
つ
き
月
5
万
350円
、
中
度
の
場

合
…

1
人
に
つ
き
月
3
万
3
千
530

円
※
障
害
児
が
、
障
害
年
金
を
受

け
て
い
る
、
一
定
の
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
等
の
場
合
は
、
受

給
で
き
ま
せ
ん

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

以
上
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先
II

児
童
福
祉
課
ff内
線
245

ひとり親家庭等に育成手当、

障害児の家庭に障害手当、

児童扶養手当

特別児童扶養手当

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
や
障
害
を

お
持
ち
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭

の
方
に
、
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
早

め
に
手
続
き
を
。

な
お
、
い
ず
れ
の
手
当
に
も
所

得
制
隕
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
所

得
制
隅
額
が
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
今
ま
で
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
も
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童扶

養
手
当

▽
対
象
11
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
20歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

①
愛
の
手
帳

1
1
3度
程

度
②
身
体
障
害
者
手
帳

l
.
2級
程
度
③
脳
性

小
児
ま
ひ
、
進
行
性
筋
委

縮
症
の
児
童
で

一
定
程
度

の
障
害
が
あ
る

▽
支
給
額
1
1
1
人
に
つ
き

月
1
万
5
千
500円

障
害
手
当

闊
露
棚
舗
＠
手
醒
磋
一
廊
輻
翁

な
い
）
⑤
父
が
1
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
出
生
し
認
知
さ
れ
て
い
な
い

▽
支
給
額

11申
請
の
翌
月
分
か
ら

児
童
l
人
の
場
合
・
・
・
月
4
万
1
千

390円
（
一
部
支
給
の
時
は
月
2
万

7
千
690円
）
、
児
童
2
人
の
場
合
…

月
4
万
6
千
390円
（
一
部
支
給
の

時
は
月

3
万
2
千
690円）
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（日曜日・祝日 9: 00~17 : 00 
年末年始を除く ） 

►
大
正8
年
(
1
9
1
9
)

の
日
野
渡
船
場

日
野
市
域
の
北
側
を
西
か
ら
東

へ
流
れ
る
多
摩
川
に
、
渡
船
場
が

設
け
ら
れ
た
の
は
い
つ
の
時
代
か

記
録
が
な
く
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
元
亀
元
年

(
1
5
7
0
)
八
王

子
城
主
・
北
条
氏
照
に
よ
り
、
現

在
の
甲
州
街
道
が
造
ら
れ
る
以
前

に
、
滝
山
城
へ
通
じ
る
街
道
が
あ

り
、
日
野
駅
の
北
側
に
本
宿
の
地

名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

日
野
に
こ
の
街
道
の
宿
場
が
あ

り
、
府
中
方
面
へ
通
じ
た
渡
船
場

が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

こ
の
渡
船
場
の
位
置
は
、
万
願

寺
と
も
石
田
と
も
言
わ
れ
て
い
る

が
、
中
央
自
動
車
道
が
多
摩
川
を

渡
る
多
摩
川
矯
の
周
辺
と
推
定
さ

れ
、
日
野
側
は
、
万
願
寺
村
の
中
に

あ
る
石
田
村
の
飛
び
地
で
あ
る
。

慶
長
10年

(
1
6
0
5
)
、
五
街

道
の
整
備
に
よ
り
、
日
野
は
甲
州

街
道
の
宿
駅
に
指
定
さ
れ
、
渡
船

場
は
従
来
通
り
万
願
寺
に
置
か
れ

た
。
し
か
し
多
摩
川
が
た
び
た
び

洪
水
を
お
こ
し
、
谷
保
村
（
現
国

立
市
）
か
ら
府
中
分
倍
河
原
に
至

る
多
摩
川
の
氾
濫
原
（
は
ん
ら
ん

げ
ん
）
に
あ
っ
た
街
道
は
そ
の
後

分
断
さ
れ
た
た
め
、
街
道
は
河
岸

5

歳

児

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

フ
ォ
ー
ク
（
試
食
を
す
る
た
め
）

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

,
.
 

▽
持
ち
物
11歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、

母
子
健
康
手
帳

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

l
9
,

．，，ヽ

l

．
 

1
,』
＇

,＇L

,

9

，
 

成
人
病
の
予
防
や
改
善
に
必
要

な
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
18
月
9
日
曲
•
3
0日
⑤
▽
日
時1
1
8

月
1

日
因
．8
日
困

午
前
9
時
30分
1
正
午
（
予
約
制
）
・

22日
因
午
後
1
時
1
1時
45分

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
（
通
知
制
）

▽
内
容
11個
別
栄
養
相
談
（
高
齢
▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

ク

イ

ズ

や

、

お

や

つ

の

試

食

な

者

の

食

生

活

、

疾

病

別

食

生

活

、

▽

対

象

11平
成
7
年
1
月
生
ま
れ

ど

遊

び

の

中

で

、

口

の

中

の

健

康

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

に

合

わ

せ

た

食

※

転

入

し

た

方

、

日

時

変

更

を

希

専

門

医

に

よ

る

検

診

と

療

養

相

を
学
び
ま
す
。

健
康
な
身
体
は
、
健
康
な
歯
か
事
の
取
り
方
や
栄
養
計
算
ほ
か
）
望
す
る
方
は
連
絡
を
。
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
程
・
ク
ラ
ス
・
対
象
1
1
8月
ら

。
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
で
健

“
;
‘
髯
ヽ
｀
9
.髯`

髯
り
・養｀
羞り
・養・
り
ヽ
り
：
；
，
｀
’
羞
り
':
'
髯
り
―.i'
9:9
:`
羞
り
：
；
ヽ
奮
9
A-．9
.;
；
り
合f

孤

こ
と
し
10月
1
日
図
か
ら
、
一
緒
に
お
渡
し
し
ま
す
。

（

き

ょ

う
か
ら
受
け
付
け
ま

i

一一

9
日
曲
：
も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス

(
7

康
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
ま
す
。

蝉

35歳
以
上
（
出
産
予
定
日
現
在
）
な
お
、
既
に
妊
娠
の
届
け
出
す
）。

一

一

カ
月
児
）

／
23日
寧
：
は
み
は
み
▽
日
時
1
1
8月
28日
困
午
後
1
時

、

の
妊
婦
さ
ん
は
、
無
料
で
1
回
、
を
済
ま
せ
た
方
で
、
こ
の
検
査
以
上
、
詳
し
く
は
、
日
野
保
―

ク
ラ
ス

(12カ
月
児
）

1
3
時

一

▽
時
間
11午
後
1
時
30分
1
2時
▽

会

場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
-
超
音
波
検
査
を
受
診
で
き
る
こ
の
対
象
と
な
る
方
は
、
日
野
保
健
所

(
6
9
1
.
1
1
5
1
)

ヘ
-

30分
▽

内

容

11体
験
コ
ー
ナ
ー
、
試
食
一
と
に
な
り
ま
し
た
。
健
所
で
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

t

一

•

一
i

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
歯
科
検
診
・
相
談
、
一
こ
の
検
査
の
受
診
票
は
、
き

35
歳
芯
以
上
妊
婦
の
方
に

創

ょ
う
か
ら
市
民
課
、
七
生
・
多

▽
持
ち
物
11母
子
健
康
手
帳
、
歯
フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者
は
当
日
受

0

ブ
ラ
シ

(
7カ
月
児
は
持
っ
て
い
け
付
け
で
申
し
込
み
を
）
一
摩
平
両
支
所
で
、
妊
娠
の
届
け

9
1
0月
ー
日
か
ら

・
却
芸
日
油

g無
邸
t
雄
9

否
l

-

一

れ
ば
）
、
水
筒
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
▽
対
象
11
5
歳

児

と

親

ー

出

の

際

に

、

母

子

健

康

手

帳

と

き

ょ

う

か

ら

受

診

票

を

交

付

し

ま

す
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e

、
乙
⑪
汀
贔
且
鱈
汀
]
1
6
古

□鱈
鰐
O
O彗い
｀
〗
口
冒
鱈

8
4
)
、
常
安
寺
（
現
立
日
矯
付
近
）
（
1
7
4
4
1
4
8
)
こ
ろ
は
一
に
自
動
申
を
乗
せ
て
対
岸
へ
運
ん

人
3
文
か
ら
4
文
、
文
政
7
年
（
ー
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

今
9

の
日
野
渡
船
場
へ
移
さ
れ
た
。

乙
歴
史
歳
時

渡
船
場
は
歩
行
船
（
長
さ
6
•
4
8
2
4
)
に
は
1
0文
、
天
保5
年
こ
の
渡
船
場
も
日
野
矯
と
そ
の

取
り
付
け
道
路
が
完
成
し
、
大
正

店
、
幅
ー
・

2
認）

1
艘
（
そ
う
）
、
（
1
8
3
4
)
に
は
13文
、
慶
応

馬
船
（
長
さ
1
1
.
8認
、
幅
2

.

4
年

(
1
8
6
8
)
に
は
30文
と

15年

(
1
9
2
6
)
8月
25日、

7
店）

2
艘
に
よ
り
運
行
さ
れ
て
高
騰
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
数
百
年
の

い
た
。
歩
行
船
よ
り
馬
船
の
数
が
平
水
時
の
渡
し
賃
で
、
増
水
時
に
歴
史
を
閉
じ
て
い
る
。

多
い
の
は
、
江
戸
時
代
に
は
荷
物
は
割
り
増
し
と
な
っ
た
。
こ
の
渡
船
場
の
廃
止
に
よ
り
、

の
運
搬
は
ほ
と
ん
ど
が
馬
の
背
で
明
治
に
な
り
渡
船
場
の
経
営
は
江
戸
時
代
に
は
宿
場
財
政
、
明
治

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
あ
か
し
で
宿
場
か
ら
町
へ
移
さ
れ
、
毎
年
入
以
後
も
町
財
政
を
潤
し
て
い
た
渡

も
あ
る
。
特
に
甲
州
（
山
梨
県
）
札
に
よ
り
請
負
人
が
渡
し
船
を
運
船
場
掲
銭
も
入
ら
な
く
な
っ
て
し

の
物
産
は
、
明
治
20年
代
、
甲
武
行
し
、
定
め
ら
れ
た
一
定
額
を
町
ま
っ
た
。

鉄
道
（
現
J
R中
央
線
）
の
開
通
に
納
入
し
て
い
る
。

（

市
史
編
集
委
員

ま
で
笹
子
峠
や
小
仏
峠
の
天
険
も
明
治
22年

(
1
8
8
9
)
甲
武

馬
の
背
で
運
ば
れ
た
。
甲
州
ブ
ド
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
渡
船
場
の
通

ウ
の
荷
を
振
り
分
け
に
積
ん
だ
馬
行
量
は
減
少
し
た
が
、
大
正
時
代

5
、
6
頭
を
つ
な
い
で
一
人
の
馬
に
入
る
と
自
動
車
が
輸
入
さ
れ
、

子
が
引
い
て
い
っ
た
と
か
、
甲
州
通
行
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
馬
に

街
道
は
馬
糞
（
ば
ふ
ん
）
街
道
と
代
わ
り
自
動
車
の
渡
し
を
行
う
よ

も
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
話
を
、
う
に
な
っ
た
。
自
動
車
の
渡
し
は
、

渡
船
場
と

H
野
橋

成
人
栄
養
相
談

1
歳

6
か
月
児

健

康

診

査

嬬田診療所（内・児・皮泌 ・鳩科）

多摩平6-5 -I 1t81-3035 

至八王子 rヽ 至日野

京王平山クリニック（外・内科）

平山 2-37-8ff92-5111 

小笠医院（内・児科）

多摩平6-36-10 !181-2204 

小林医院（児・内科）

豊田 4-34-4 ftBl-0433 

谷
春
雄
）

保健所だより (8月）

休 講

※会場は日野保億所
（ft91 -I 151) 

対象は平成 8年4月生

まれ （通知制）

対象は平成 5年 7月生

まれ （通知制）

対象は従業員50人未，高
の事業所（子約制）

匿名原則として蕪料，

検査結果は 2週間後

予約制。 12日は痴ほう

性老人の相談

ハーキ ンソン病なとて

療養中の方と家族

毎週火曜日 特殊な検査は千約制

午り町 I1時 1は臨諜tふを
※このほか一般億康相談（毎週木濯日午前 9時 ～10時30分、対象は 6歳以
上 ）`も し歯予防敦室（対象は扁 2歳 ～，高 3歳 1カ月 児、 詳細は問い合わ
せを ）を実施

5日(tl)・ 19日(,El)

午前 9時 -10時30分

1日困・ 15日休

午前 9時 ー10時30分

1日沐・12日旧）・15日困

午後 1時30分 -3時

19日（月）

午後 1時30分 ～3時30分

日
野
保
健
所
で

神
経
系
難
病
の
検
診
と
療
養
相
談

▽
日
時
11
9
月
27日
曲
午
後
1
時

i
3時

▽
会
場
11日
野
保
健
所

▽
専
門
医
11神
田
武
政
氏

・
須
田

南
美
氏
（
都
立
神
経
病
院
医
師
）

▽
対
象
11体
が
震
え
た
り
動
き
が

に
ぶ
い
方
（
交
通
事
故
、
脳
卒
中

の
後
遺
症
は
除
く
）
、
神
経
系
難
病

と
診
断
さ
れ
て
い
て
療
養
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
な
ど
※
申
込
多
数

の
場
合
は
症
状
等
で
決
定

▽
申
込
み
1
1
9月
6
日
⑮
ま
で
に

3
月
24日
に
開
催
さ
れ
た
、
市

民
会
館
設
立
10周
年
記
念
「
春
の

第
九
」
の
演
奏
（
現
田
茂
夫
・
指

揮
、
市
民
に
よ
る
合
唱
）
が
C
D

に
な
り
ま
し
た
。
こ
希
望
の
方
は

直
接
市
民
会
館
へ
。

▽
価
格

1
1
2千
円
（
限
定
10枚）

▽
問
合
せ
先
11市
民
会
館

(685

•2011) 

r
春
の
第
九
」
の

C

D
を

販

売

乳

幼

児

歯
ブ
ラ
シ
教
室

電
話
で
日
野
保
健
所
保
健
サ
ー
ビ

ス
課

(
6
9
1
.
1
1
5
1
)

へ

．，．，． 

ヽヽ ヽヽ ヽヽ 9 ヽヽヽ9 ヽヽヽ9 9ヽヽヽヽ9ヽ
9ヽ 9ヽヽヽヽ 9 9ヽヽヽヽ 9ヽヽヽ 9 9ヽ 9ヽ

ヽヽ 9 9ヽヽヽヽ 9 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽ9ヽヽヽ
9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽ

保健
9ヽヽヽヽ 9 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽ

9 ]屈［医療
9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9

9 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ ヽヽヽ9ヽヽヽ9 9ヽヽ

．．．．．．． ．．．． ．．．．．．．．ヽ・ヽ
ヽヽヽ9ヽヽ ヽヽ ヽ 9 9ヽ 9ヽヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ

申北届込喝ig.
‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 問応合わ廷は
ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽ9

筐瞬圏
（云‘8栢蘭1]1]~1
国国詞璽凰：）

▽
対
象
11栄
養
相
談
の
必
要
な
方

か
、
そ
の
方
の
食
生
活
に
か
か
わ

っ
て
い
る
家
族
の
方
な
ど

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

侭ラ蕊もん
呂迅ージカル
「のび太の海底鬼岩城」

B月23日（金

①午後2時開演

＠午後6時30分開演

全席指定

大人 3,000円
小人 2,500円

l問合せ先合85-2011」

内外

科科

外

科

（；主）診療科目は変更される場合があります。事前に
急患テレホンセンター
（日野消防署 合 81-0119)へ問い合わせを。

99 
5
月
’• 

6
困

7
困

8
困

9
面

10
出

外

科

外

科

眼

科

内

科

内

科

（
午
後
・
夜
）
耳
鼻
咽
喉
科

（午
前
）児
・
整
形
外
科

外

科
内

科

内

科
内

科

内

科
内外

科科

外 1内外 I内外

科 I科科I科科

外 1内外

科 I科科

外

科

12 

（月）

13 

因
14
困

15
困

整

形

外

科

外

科

内

科

内

科

外

科

内

科

内

科

内

科

外

科
内外I内外 外

科科I科科I科

10日出 ・11日（日）

午後 7時30分 ～10時30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2生活・ 1呆健セ ンタ ー分室

ff84-1661 

8月4日（日）・11日（日）

午前 10時～午後 5時
（受付は午前 9時一午後 4時）

八王子市平岡町 18-3八王子市1呆億セ ンター
ff0426-25-9128 

多摩市閣戸 4-19-5多虐市立億康セ ンター
ft0423-76-9111 
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電話で聞ける市政情報月曜一土曜日 9 :00~20:00 
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(5) 

.”‘‘・・^ 噌 ー口”が江． a 

1996年（平成 8年） 8月1日

第900号

-＊臼→ヽ・完―.、如丑枷， 心苓柊

て0
市役所
代表電話零85-1111

(4) 

水生生物調査による水質判定結果

＼ 河 ）11名 多点川 浅）Il

1 地点名 上流(A地点） 下流(B地点） 上流(C地点） 下流(D地点）

調査日 夏季！冬季 夏季；冬李 夏李：冬季 夏季 ！ 冬季

----- ----~—--------j--------+--------~ -------i-----___, __ ------+-------

れ：れる水水〗1▲ △ 0● ▲ ［ ： ▲ ： ロ

くグラフ 2〉

きれいな水域

市
で
は
、
川
の
水
質
の
状
況
を

判
断
す
る
た
め
に
、
多
摩
川
上
流

(
3
調
査
測
定
地
点
図
の

A
地

点）
、
多
摩
川
下
流
（
同

B
地
点
）
、

浅
川
上
流
（
同
C
地
点
）
、
浅
川
下

流
（
同
D
地
点
）
で
水
生
生
物
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
川
の
中
に
生
息
す
る

水
生
昆
虫
、
石
な
ど
に
付
い
た
藻

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
、
水

の
環
塊
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
生
息
す
る

生
物
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
水
質

を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

で
す
。
環
塙
を
示
唆
し
て
く
れ
る

生
物
を
指
標
生
物
と
言
い
、
掴
犀

生
物
に
は
、

一
般
的
に
底
生
生
物

と
付
若
藻
類
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に

よ
り
総
合
的
に
判
定
し
て
い
ま

す。
別
＼
お
年
度
の
多
序
川
と
浅
川

の
調
査
結
果
（
表
2
参
照
）で
は
、

底
牛
生
物
は
年
間
を
通
し
て
ミ
ズ

ム
シ
、
コ
ガ
タ
ト
ビ
ケ
ラ
が
多
く

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
摩

川
は
出
現
種
類
も
多
く
、
生
息
生

物
が
多
種
多
様
と
い
う
こ
と
か

ら
、
浅
川
よ
り
き
れ
い
と
い
う
こ

各地点で確認された生物の代表種 く表 2>

多摩川上流
(A地点）

ギンブナ

クサピケイソウ

（付 召藻類）

オイカワ

青
i

[

種
）

包
月
甘
＃
ぷ

勺

乃

生

ス
底

ユ
（

コガタシマト ビケ9
（底 生生物）

浅川上流
(C地点） 噸

0
p
H
（水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

酸
性
か
ア
ル
カ
リ
性
か
を
示
す

数
鳴

P
H
7
が
中
性
で
そ
れ
よ

＇
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京
王

八
王
子
駅

摩
川
、
浅
川
の
水
質
は
「
わ
り
あ

い
き
れ
い
な
水
域
」
か
ら

「
汚
れ

て
い
る
水
域
」
の
範
囲
に
な
り
、

水
質
の
状
況
は
、
多
摩
川
上
流
ー

多
摩
川
下
流
ー
浅
川
下
流
ー
浅
川

上
流
の
順
に
汚
澗
が
進
ん
で
い
る

と
い
え
ま
す
（グ
ラ
フ
2
参
照
）
。

こ
の
生
物
学
的
水
質
調
査
結
果

は
、
理
化
学
的
水
質
調
杏
の
結
果

と
ほ
ほ

一
致
し
て
い
ま
す
が
、

浅

川
に
お
い
て
は
、
若
干
違
い
が
み

ら
れ
る
点
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

浅
川
の
水
質
が
多
摩
川
の
水

g
よ

り
変
動
が
激
し
い
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

否 ダ
`—ー・雷苔、

タモロコ

イトミミズの一穫
（底生生物）

墨

6
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4

3

2

 

オイカワ

青
i

[

呵£

ny) 
ー＇ 9

9

8

 

m
 ゜

ID 

5
 

6
0
言
梅
市

/ キヌミドロの一種

（付せ藻 類 ）

クサビケイソウ
（付l'Jilli類）\>

多摩川下流
(B地点） 嘩 ：←ii オイカワ ／種

カマツヵ （付召藻顛）

＜ 
ハリケイソウの一種

（付荘藻類）

浅川下流
(D地点）

グ'フネケイソウ
（付石藻類） ラ夕

底

診
[[
ガコ

花
年
か
ら
多
摩
川
及
び
そ
の
関

連
河
川
の
流
域
区
市
（
町
）
に
よ

り
水
笠
の
合
同
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
相
互
に
測
定
項
目
、

測
定
時
間
、測
定
方
法
を
調
整
し
、

多
序
川
の
水
質
の
状
態
を
把
握
し

よ
う
と
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
河
口
部
の
大
田
区
か
ら

上
流
部
の
青
梅
市
ま
で
17市
、
2

区
が
参
加
し
、
多
摩
川
本
川
14カ

所
、
関
連
河
川
25
カ
所
で
年
2
回

の
測
定
を
続
け
、
水
竺
の
状
況
の

把
振
を
し
て
い
ま
す
。

川
の
水
質
は
、
流
城
の
環
境
に

よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
森

林
地
帯
の
湧
水
（
ゆ
う
す
い
）
に

端
を
発
し
た
小
川
は
、
い
ろ
い
ろ

な
支
流
と
合
流
し
な
が
ら
農
村
地

帯
や
市
街
地
を
通
り
海
に
流
れ
込

み
ま
す
。
そ
の
間
、
流
域
の
自
然

環
焼
や
人
為
的
な
環
境
に
よ
り
、

水
質
を
構
成
す
る
有
機
物
と
無
機

物
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
一
般

的
に
は
下
流
に
い
く
に
し
た
が
っ

て
、
人
為
的
な
も
の
、
い
わ
ゆ
る

事
業
活
動
に
よ
る
排
水
や
生
活
雑

'95年度多摩川合同調査 •BOD測定結果

多摩川

羽
村
市

3. 2 
3. 9 

ゲロハ
※イーヘは 3調査測定地点図を参照。

0

福
生
市

5
 

多摩川の BOD経年変化

青
i〗

オイカワ

ミズ ムシ

（底1．生物）

< 
ハリケイソウ
（付杓藻類）

3
0ロ
~
[

ーニ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
裏
付
け

る
よ
う
に
清
水
性
種
も
多
く
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
付
着
藻
類
は
、
浅

川
下
流
の
確
認
種
類
が
少
な
く
、

こ
れ
は
昨
年
に
河
川
改
修
工
事
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、一

部
生

物
相
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
魚

類
は
、
多
摩
川
、
浅
川
と
も
オ
イ

カ
ワ
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

ウ
グ
イ
が
少
な
く
、
ま
た
雑
食
性

の
テ
ラ
ピ
ア
が
叫
年
度
よ
り
増
加

し
て
お
り
、
生
態
系
に
変
化
を
与

え
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
多

6月8日

11月9日

こ二」 平均値
('75年度ー'95年度）
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◎ 3mg/.e以卜→

0 6mg/.e以ト・
△ 8mP,/ e以下
女 lOmg/.Q以下
● lOmg/ P.以上

3調査測定地点図

排
水
、
そ
し
て
川
の
白
然
浄
化
作

用
を
減
衰
さ
せ
る
川
床
や
渡
岸
等

の
河
川
改
修
な
ど
に
よ
り
、
水
賓

は
汚
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

多
摩
川
な
ど
の
よ
う
に
多
く
の

行
政
区
域
を
流
れ
る
川
に
お
い
て

は
、
水
質
の
汚
染
、
変
化
は
一
行

政
図
域
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
飲
料
水
、
農
業
用
水
、
エ

業
用
水
そ
し
て
都
市
景
観
と
し
て

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
要
素
な
ど
市
民
生
活
に
密

笞
し
た
川
の
筈
理

・
保
全
の
た
め

に
も
流
域
行
政
休
の
協
力
に
よ
る

合
同
調
査
は
大
切
な
も
の
で
す
。

共
通
調
査
項
目
は
19項
目
で
す

が
、
グ
ラ
フ

3
、
4
、
5
は
河
川

の
汚
蘭
の
代
表
的
な
指
樺
で
あ
る

B
O
Dに
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

ク
ラ
フ

3
は
昨
年
度
の
調
査
紡

果
と
今
ま
で
の
調
査
結
果
の
平
均

を、

測
定
場
所
別
に
上
流
か
ら
下

流
へ
順
に
示
し
た
も
の
で
す
。

グ
ラ
フ
4
は
青
梅
市
、
福
生
市
、

日
野
市
、
世
田
谷
区
の
測
定
値
を

経
年
変
化
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
測
定
時
こ
と
に
過
去

3
年
間
の
測
定
値
の
平
均
を
示
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
ク
ラ
フ
か
ら

宵
梅
市
と
日
野
市
の
測
定
場
所
で

は
横
ば
い
、
福
生
市
、
世
田
谷
区

の
測
定
場
所
に
つ
い
て
は
改
善
傾

向
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他

の
測
定
場
所
で
も
横
ば
い
か
改
善

の
傾
回
が
見
ら
れ
ま
す
。

ク
ラ
フ

5
は
浅
川
に
つ

い
て
グ
ラ
フ

4
と
同
様
に

し
て
示
し
た
も
の
で
す
。

測
定
揚
所
は
日
野
11多
学

川
合
流
前

(
3調
査
測
定

地
点
図
へ
の
地
点
）
、八
モ

チ
11
J
R中
央
綜
鉄
糊
下

（同
ホ
地
点
）
で
す
。
変

動
が
大
き
い
た
め
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
や
や
改
善
傾
向
が

み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

問合せ先

公害対策課
合内線742• 743 

浅川の BOD経年変化
r、

ロ〗 ぃ‘‘‘
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（グラフ 5〉
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※過去 3カ年ずつの平均値による 年度

多
麻
川
•
関
連
河
川

の
水
質
合
同
調
杏

り
大
き
け
れ
ば
ア
ル
カ
リ
性
、
小

さ
け
れ
ば
酸
性
で
す
。

巾
内
の
多
摩
川
・
浅
川
の
基
準

値
は、

6

•
5

以
上
8

•
5

以
下
、程

久
保
川
で
は
、

6
.
0以
上
8
.
5

以
下
、
農
業
用
利
水
点
に
つ
い
て

は
、6
.
0

以
上
8
•
5

以
下
で
す
。

•
)
B
O
D
（生
物
化
学
的
酸
素
要

求
呈
）微

生
物
が
、
水
中
の
有
機
物
を

二
酸
化
炭
素
や
水
な
ど
に
分
解
す

る
た
め
に
必
要
と
す
る
醗
素
の
昼゚

河
川
の
汚
淵
の
度
合
い
を
示
す
代

表
的
な
指
標
で
、
こ
の
数
値
が
大

き
い
ほ
ど
川
は
汚
れ
て
い
ま
す
。

B
O
D佃
が
10mg/
¢
以
上
の

河
川
で
は
、
悪
臭
を
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
コ
イ
や
フ

ナ
等
が
生
存
す
る
に
は
、

B
O
D

直
が
5
m
g／
じ
以
下
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す

（水
産
3
級
の

水
質
埜
準
）
。

市
内
の
多
摩
川

・
浅
川
の
基
準

暉
は、

5
m
g
/
6
以
下
、
程
久
保

川
で
は
、

8
m
g
/
¢
以
下
で
す
。

{0
C
O
D
（
化
学
的
酸
素
要
求
星
）

過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
な
ど

の
酸
化
物
が
、

水
中
の
有
機
物
を

二
酸
化
炭
素
や
水
な
ど
に
分
解
す

る
た
め
に
必
要
な
酸
素
の
冒
。
海

域
や
湖
沼
の
汚
濁
の
度
合
い
を
示

す
代
表
的
な
括
標
で
、
そ
の
数
阻

が
大
き
い
ほ
ど
汚
れ
て
い
ま
す
。

(0
S
S
（
浮
遊
物
質
塁
）

水
中
に
浮
か
び
、
た
だ
よ
っ
て

い
る
物
質
の
足
を
表
わ
す
数
値
。

川
底
に
た
ま
っ
た
り
、
魚
介
類
に

悪
影
翌
を
及
ほ
し
ま
す
。

市
内
の
多
摩
川

・
浅
川
基
準
値

は、

50mg
/
¢
以
下、

程
久
保
川

で
は
loomg／
じ
以
下
で
す
。

写真右上：初秋の浅川の夕暮れ （ふれあい矯下）

写真中央上： JR中央線と多摩川

写真中央下：豊田用水で遊ぶ子供たち （川辺堀之内）

河圃吋川水
の水質騎査

詞
川
環
炭
保
全
の
た
め
、
市
内

の
用
水
跨
と
多
摩
川
、
浅
川
で
、

毎
年
定
期
的
に
理
化
学
的
水
質
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
項
目
は
、
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
環
境
基
準
で
監
視
項

目
と
な
っ
て
い
る

P
H
や
B
O
D

等
（
別
掲
参
照
）
で
、
記
年
度
か

ら
茄
年
度
ま
で
の
調
査
結
束
は
ク

ラ
フ
ー
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

有
機
汚
南
の
代
表
的
な
指
標
で

あ
る
B
O
Dは
、
毎
年
度
渇
水
期

に
当
た
る
冬
期
に
直
が
高
く
、
年

度
こ
と
の
阻
は
若
干
茄
年
度
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

水
の
汚
れ
を
見
分
け
る
モ
ノ
サ
シ

表
ー
に
あ
る
項
目
の
ほ
か
に
、

人
の
健
康
に
影
密
を
及
ほ
す
有
害

吻
哭
で
あ
る
全
シ
ア
ン
、
鉛
、
全

ク
ロ
ム
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、

全
水
銀
、

ヒ
素
、
有
機
リ
ン
に
つ
い
て
の
剌

定
も
行
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

理
化
学
的
水
質
調
査
で
は
、
調

査
時
の
天
候
や
水
星
の
増
減
等
が

測
定
囮
に
影
密
を
及
ほ
す
た
め
、

祠
川
汚
糊
の
平
均
像
を
把
捏
す
る

に
は
生
物
学
的
水
質
調
査
と
の
比

較
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

20 

m9/£ 

15 

10 

5
 

゜

理
化
学
的
調
杏

に
よ
る
水
質

公共用水域水質調査<BOD〉

3
 

4
 

5
 

公共用水域水質調査結果

日
野
市
内
に
は
、
水
辺
や
緑
が

比
較
的
多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、

市
で
は
環
境
に
つ
い
て
定
点
環
境

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

水

質
、
騒
音
、
大
気
の
3
回
に
分
け

て
報
告
し
ま
す
。

今
号
で
は
、
水
蛮
に
関
し
て
実

施
し
た
3
種
類
の
調
査
に
つ
い
て

で
す
。
水
阿
調
査
に
は
、
生
物
学

的
調
査
と
理
化
学
的
調
査
が
あ
り

ま
す
。
生
物
学
的
調
査
は
、

「水
生

生
物
調
査
」
と
し
て
底
生
生
物
、

付
着
藻
類
及
び
角
類
を
調
査
し
て

水
生
生
物
の
生
息
状
況
を
把
握
し

ま
す
の
で
、
測
定
時
ま
で
の
数
週

あ
る
い
は
数
力
月
間
の
汚
蘭
変
動

の
総
合
的
な
状
況
の
把
握
が
可
能

で
す
。
理
化
学
的
調
査
で
は
、
「河

川

・
用
水
の
水
質
調
査
」

・
「多

摩
川
及
び
関
連
河
川
水
黄
合
同
調

査
」
と
し
て
個
々
の
物
質
や
性
状

に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
の
で
、

剖

定
時
の
汚
躙
物
蛮
の
種
類
と
量
を

測
定
し
ま
す
。
従
っ
て
、
生
物
学

的
調
査
と
理
化
学
的
調
査
は
そ
れ

そ
れ
お
互
い
に
把
握
し
に
く
い
部

分
を
袖
う
調
査
方
法
で
す

C

6 7 8 9 

調査地点番号

くグラフ 1〉

10 11 

調査項 目 pH BOD（吋/l) COD（吋/t) s s（呵／9）

綱査；；｀五五:
'9:i年度 '94年度 ・95年度 平均 '93年度 '94年度 '95年度 平均 '93年度 '94年度 ~'ヽ95年度 平均 ・93年度 ‘94年度 '95年度 平均

1 （日八野王上子堰市用と水の行政境）～～ 7 2 7 6 7. 5 7 4 2. 3 I 7 3 9 2 6 1.6 2 6 I. 9 2. 0 8. 5 8 0 5 0 7 2 

、32（（日日一一野野中小下上前北堰堰~側）―用用～→ ） ~～ 水水’」~~~ 7 3 7, 6 7 4 7. 4 4. 6 6 I 9. I 6. 6 3 I 4. 2 4 I 3. 8 16 0 13 5 9 5 13 0 

ヽ
一 ~ ~ 

7 3 7. 5 7 2 7 3 6. 3 8, 5 13.0 9, 3 4.3 7 6 7. 9 6. 6 20. 5 20. 0 36 0 25 5 

4 多（日麻野！！橋I下~） 7 2 7. 6 7 4 7. 4 3 3 4, 9 10. 9 6. 4 2 9 5 4 6. 2 4. 8 5 5 5, 5 4 5 5. 2 

5 （日日野野上8堰番Ill地水先） 7. 3 7. 6 7 5 7 5 7 2 7 2 7 9 7 4 4.5 6 2 5 4 5 4 15 0 13 5 15 0 14 5 

、`6（日上野田上用堰水用と水の合流点） 7. 2 7 3 7 2 7 2 IO 7 I 6.0 20.0 15 6 6 5 IO 4 IO 8 9 2 21 5 12 5 12,5 15 5 

，・？, 上（川田崎用街水道との交差地点） 7. 2 7 4 7. 2 7.3 5, 6 11 5 10 9 9 3 5 6 12. 0 8 5 8 7 11.0 60 5 28 0 33 2 

トi8高（高幡幡用橋水下） 7. 2 7. 4 7 3 7, 3 13. 9 17.5 14 0 15 I 9. 0 15 5 IO 9 11. B 10 0 22. 0 4. 5 12 2 

9 豊（二田小用前水）~T 7 3 7 3 7 2 7. 3 6 I 7. 8 12.0 8 6 5 I 8 2 8. 6 7 3 7 0 16 5 18.5 9 4 0 

10ト（滝平合山橋用、水下） ・’] 、 7. 2 7 4 7. I 7. 2 6. I 7. 8 17 0 10 3 5 I 8. 2 8 6 7 3 7 0 16 5 18. 5 14 0 

II(浅J川RT中~,央線＇ 7 2 7 4 7 2 7. 3 7. 0 8 9 13.0 9 6 6 5 8 7 8. 2 7. 8 12. 5 9 5 9 5 10 5 鉄橋下）
-o ‘ 

1 2 （ 八程.. 小久ょ‘.保前~~ ·. ~ ~))• .←I、~l~~ 9 ← .~ ,~ ？ ｀ ~~ . - 7. 3 7. 7 7. 3 7 4 8. 6 7. I 6. 8 7. 5 7. 5 8. 5 6. 0 7. 3 5. 5 9. 0 6. 5 7. 0 

1 3（浅新）井1「橋s ~~ 下~~ :~ ~: ~ )~ ~~ ~~ ~ ~~~ ~ ヽ~：;~ ~ ~ ＂ ~ ~ ~ `  ~ ベ會~·, ~ :~ ~ ;~ ； ~ ： ~ ： ： ： ~ ~ 
7. 4 7. 6 7. 4 7, 5 4. 9 7 I 12. 7 8 2 5 4 7 3 7 I 6. 6 16 5 16.0 I 9 0 17 2 

1 4 根クJリil ー・, ン, .セ"ン• , 7 5 7. 4 7. 4 7 4 4 6 4 7 6. 9 5 4 4 4 6. 0 5 5 5 3 ID 5 6 0 10 5 9 0 
（ ター裏）

♦実施日＝ 1995年度 ・ --1 995年 7 月 20 日、 1996年 3 月 7 日 1994年度…1994年7月29日、 1995年3月9日、・ 1993年度・・・1993年7月23日` 1994年3月3日
濠数値は年 2回の謂査の平均イ直c

13 14 

く表 1〉

国

翌

干

度

●

虹

年

度

□郎
年
度

■平
均



1996年（平成8年） 8月1日

第900号 てq、(6) 

市役所
代表電話 S85-1111

日
野
市
商
工
会
、
多
摩
川
漁
業

協
同
組
合
日
野
支
部
、
四
日
野
青

年
会
議
所
で
は
8
月
4
日
⑭
、
共

催
で
「
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
ひ
の

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
皆
さ
ん
に
河
川
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
こ
み
の
減
量
と

再
生
利
用
・
再
資
源
化
を
通
し
て
、

多
摩
川
・
浅
川
を
始
め
と
す
る
河

川
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
。

当
日
は
、
夏
の
恒
例
行
事
・
伝

統
漁
法
公
開
を
始
め
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
競
技
や
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ザ
ー
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が

い
っ
ぱ
い
。
熱
気
球
も
飛
ぶ
ほ
か

模
擬
店
も
多
数
出
店
さ
れ
ま
す
。

夏
の
一
日
、
こ
家
族
そ
ろ
っ
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
11
8
月
4
日
凹
午
前
9
時

ー
午
後
4
時
※
小
雨
実
施

▽
会
場
11ふ
れ
あ
い
矯
周
辺
、
浅

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

▽
内
容
11伝
統
漁
法
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
再
生
利
用
方
法
・
実
演
会
、

模
擬
店
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
…

午
前
9
時
30分
か
ら
／
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
作
品
展
…

10時
か
ら
／
熱
気

球・・・

10時
30分
か
ら
／
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
い
か
だ
…
正
午
か
ら
／
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
競
技
…
午
後

2
時
か
ら
／
稚
ゴ
イ
の
つ
か
み
ど

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
ひ
の
ま
つ
り

伝
統
漁
法
も
公
開

▲自然体験広場で伸び伸びと過こそう．／

り
：
3
時
か
ら

▽
問
合
せ
先
11伝
統
漁
法
・
稚
ゴ

イ
の
つ
か
み
ど
り
・
・
多
摩
川
漁
業

協
同
組
合
日
野
支
部
（
松
村
681.

0
1
1
4
)
、
熱
気
球
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
関
係
…
仰
日
野
青
年
会
議
所

(
6
8
2
.
2
8
8
2
)
、
そ
の
他
…
日

野
市
商
工
会

(
6
8
1
.
3
6
6
6
)

「TAMA市民塾」日程表

第 1•第 3 日曜日午前
10時～正午（全12回）

川妻干邦氏

（日野市）

15人

30人

第 1火曜日午前10時
一正午（全 6回）

第4木曜日午後 7時
~9時（全 6回）

高 原 聡 氏
（東久留米市）

堀 江 繁 氏

（府中市）

15人

15人

第2水曜日午後 1時
~3時（全 6回）

第3木曜日午後 7時

-9時（全 6回）

第 2•第 4金曜日午後
7時～9時（全 12回）

三上澄氏
（小金井市）

飯坂徳雄氏
（青梅市）

郭 暁 峰 氏
（府中市）

20人

20人

20人

火曜•水曜日午後
1時～ 3時（全 18回）

第 1• 第 3水曜日午後
7時～9時（全 12回）

第3土曜日午後 1時
~3時（全 6回）

第2土曜日午後 l時
~3時（全 6回）

広沢晴美氏
（昭島市）

フフパートル氏

（国分寺市）

小越美代子氏

（多摩市）

森生文乃氏
（田無市）

20人

20人

30人

20人

第2土曜日午後 1時
~4時（全 6回）

岡野喜樹氏
（調布市）

20人

薫

製

づ

く

り

に

挑

戦

ワ
イ
ル
ド
で
、
し
か
も
上
品
な
▽
費
用
11
1
組
500円

味
わ
い
の
薫
製
。
こ
の
煙
の
魔
法
▽
持
ち
物
11昼
食
、
飲
み
物

が
生
み
出
す
独
特
な
味
を
、
あ
な

た
自
身
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
講
座
で
は
、
ニ
ジ
マ
ス
な

ど
を
素
材
に
し
て
、

薫
製
づ
く
り

の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
11
8
月
25
日
⑪
午
前
9
時

30分
ー
午
後
1
時
※
雨
天
実
施

▽
講
師
11斎
蔑
真
理
子
氏
（
薫
製

料
理
研
究
家
）

▽
定
員
11先
着
15組
（
親
子
ま
た

は
大
人
一
人
で
も
可
）

多

◄
稚
コ
イ
の
つ
か
み
ど
り
（
昨
年
） 多

摩
交
流
セ
ン
タ
ー
で

T
A
M
A市
民
塾

10
月
生
を
募
集

市
民
講
師
に
よ
る
「

T
A
M
A

市
民
塾
」
が
、

10月
に
開
講
し
ま

す
。
奮
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
講
座
名
・
講
師
・
定
員

11別
表
の
と
お
り

▽
会
場

11
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー

（
京
王
線
府
中
駅
徒
歩
3
分
）
ほ
か

▽
費
用
11各
講
座
1
回
500円

夏休み最後のあ楽しみ

担
五
召

3
月

3
荘
甘
荘
荘
[
[
月

3
3
月
”
月

3
月
[
[
~
且
昔
荘
迂

3
月
昔
且
昔
且
昔
昔
只
昔
且
五
．
．
＂

芯

ェ

=

8
月
最
後
の
日
曜
日
、
思
い
き
り
自
然
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
＝

＝
ん
か
。
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の

If

自
然
体
験
広
場
II

で
、
秘
密
華
＝

＝
 

＝
地
や
魚
の
薫
製
を
つ
く
り
ま
す
。

g

「ふ
だ
ん
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
し
、
や
っ
て
み
る
か
~
~

=
I
.
」
と
思
つ
方
、
ぜ
ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。
親
子
で
、
こ
夫
婦
＝

＝
で
、
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
希
望
の
方
は
、
生
活
課
＝

＝
（
百

8
1
.
4
1
1
2
)
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

°

-

i

原
つ
ば
で
キ
ミ
だ
け
の

秘
密
基
地
を
造
ろ
う

II

秘
密
華
地
II

な
ん
て
聞
く
と
、
子
供
が
好
き
な

II

籾
密
基
地
II

を

ニ
ャ
リ
と
す
る
お
父
さ
ん
も
多
い
造
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の

勤

労

者

余

暇

講

座

伸
び
伸
び
と
何
で
も
自
由
に
で

き
る
草
木
が
生
い
茂
る
原
っ
ぱ

で
、
自
分
だ
け
の

II

秘
密
基
地＂

を
造
り
ま
し
ょ
う
。
大
人
の
方
も

子
供
時
代
に
か
え
っ
て
、
昔
の
腕

を
振
る
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8月
25日
⑪
午
前
9
時

30分
ー
午
後
5
時
※
雨
天
は
別
プ

ロ
グ
ラ
ム

．

▽
指
導
11ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ク
テ

ィ
ブ
余
暇
学
習
研
究
所

▽
定
員
11親
子
先
着
15組

▽
持
ち
物
11昼
食
、
飲
み
物
、
帽

子
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で

最
近
、
成
人
病
の
低
年
齢
化
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

子
供
た
ち
の
清
涼
飲
料
水
の
飲
み

過
ぎ
や
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
が
原

因
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

暑
い
夏
、
つ
い
つ
い
た
く
さ
ん

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
ん
で
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
こ
の
機
会
に
食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
こ
の
テ
ス
ト
ス
ク
ー
ル

を
夏
休
み
の
宿
題
に
活
用
す
る
の

も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
日
時
1
1
8月
23日
⑥
午
後
2
時

1
4時

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
み
1
1
8月
31日
山
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
講
座
名
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
応

募
の
動
機
を
記
入
し
、
「

T
A
M
A

市
民
塾
」
事
務
局
(〒
183府
中
市
寿

町
1
の
5
の
1
多
摩
交
流
セ
ン
タ

ー
内
6
0
4
2
3
.
3
5
.
o
1
0

0
)
へ
※
申
し
込
み
は
1
枚
1
講

座
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
詳

細
は
、
募
集
案
内
（
市
役
所

4
階
企

画
課
、
中
央
公
民
館
に
あ
り
）
を

参
照

日本女性会議'96， 
·---------------------••-ー・
i参加者募集！

▽
内
容
11み
そ
汁
の
塩
分
・
ジ
ュ

ー
ス
の
糖
分
の
濃
度
テ
ス
ト

▽
講
師
11志
田
節
子
氏
（
東
京
都

消
費
者
啓
発
員
）

「
国
連
婦
人
の
10年
」
を
記
念

し
、
男
女
共
生
社
会
の
実
現
を
目

担
し
て
、
毎
年
全
国
規
模
で
「
日

本
女
性
会
議
」
が
開
か
れ
て
い
ま

す。
こ
と
し
は
「
さ
ぁ
世
界
へ

と
も
に
歩
き
だ
そ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
英
国
前
首
相
の
サ
ッ
チ
ャ
ー

さ
ん
ほ
か
を
招
い
て
、
宇
都
宮
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
会

議
に
参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

夏
休
み
テ
ス
ト
ス
ク
ー
ル

塩
分
・
糖
分
の
濃
度
を

あ
な
た
の
意
見

「
夫
婦
別
姓
」て

に

つ

し‘

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

▽
定
員

1130人
（
小
学
生
以
上
。

小
4
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
大
人

の
み
の
参
加
も
可
）

▽
持
ち
物
11み
そ
汁
（
ふ
だ
ん
飲

ん
で
い
る
も
の
）
コ
ッ
プ
半
分
程

度
、
筆
記
用
具

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

11生
活
課

(
6
8
1
.
4
1
1
2
)
 

す
。
ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
1110月
14
日
回
ー
16日
困

▽
会
場
11宇
都
宮
市
文
化
会
館

▽
応
募
資
格

11市
内
在
住
・
在
勤

の
男
女

▽
募
集
人
数
11若
干
人
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
費
用
11約
4
万
5
千
円
（
旅
費

ほ
か
）
※
一
部
を
補
助
し
ま
す

▽
そ
の
他

11①
8
月
5
日
卸
午
後

7
時
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
で
説
明

会
を
実
施
②
参
加
後
、
報
告
書

を
提
出

▽
申
込
み
1
1
8月
3
日
出
ま
で
に

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

(684.

2
7
3
3
)

へ

「
夫
婦
別
姓
」
に
つ
い
て
、

賛

成
・
反
対
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら
で

す
か
。

11
月
2
日
出
、
弁
護
士
の
福

島
喘
糠
さ
ん
を
招
い
て
開
催
さ
れ

る
「
ひ
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
、

多
く
の
方
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法
1
1
8月
31日
山
ま
で

に
郵
送
か
F
A
Xで
。
住
所
、
氏

名
（
匿
名
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の

方
は
そ
の
旨
を
明
記
）
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、

400字
以
内
に

意
見
を
ま
と
め
、
女
性
セ
ン
タ
ー

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

係

(
〒
191日
野

本
町

1
の
6
の
3
/
F
A
X
8
4
.

0
8
8
1
)

へ

▽
問
合
せ
先

11
女
性
セ
ン
タ
ー

(
6
8
4
.
2
7
3
3
)
 

青年海外協力隊々員が

市長を訪問

--=ニ- f t:-エ-=1
リ資 t

！さ‘-胃ど五晨収〗
l l ： 具臼靡閉 竺
i‘ 合（木）

へ日校 II 協

i新
へ 8 カ

85 :合月を
i聞 ・市 81 ° ゜
i活▽午 2運▽ ▽◎ル紙＇
i・ 会 後 以 生 動 担 日 石 ‘ ‘

I 
保場 0上活連当程け牛雑
健 II 時 、‘課絡団 II ん 乳 ヰ
セ生 30い内会体 8のパ宍
ン活分ず,.___,,,,......,_11 月販ツ

ータの＼れ 六日 1売ク
古

lひ 2も 81野日 句
前ろ時▽ ・市（木）

- iま30時 4消 段
＾分間 1費 ボ
生 II 1者 l

日
時
11
8
月
29日
困
午
前
10
に
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
保
育
・
手
話
通

舎
訳
希
望
の
有
無
を
記
入
し
、
東

決
の
京
都
生
活
文
化
局
女
性
計
画
課

」
説
「
都
民
会
議
担
当
」
(
〒
163
|
01

※
住
所
不
要
6
0
3
.
5
3
8
8

ま
で

•
3
1
8
9
)へ

.. 
t
 .. 
,
 ．．
 

,
 .. 
'
 .. 

．
 

青
年
商
外
筋
力
隊
々
貴
の
溝
江

恵
子
さ
ん
（
写
真
）
が
7
月
4
日、

出
発
を
前
に
市
長
を
訪
問
し
ま
し

た
。
溝
江
さ
ん
は
現
在
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
で
、
村

落
開
発
普
及
負
（
農
村
に
住
み
込

ん
で
生
活
全
般
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
る
）
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

堕
男
女
乎
等
を
考
え
る
都
民
会
議
参
加
者
募
集

源

回

収

石
け
ん
の
販
売
も
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＠
第

53回
公
民
館
映
画
会

▽
日
時

1
1
8月
17日
出
午
前
10時

及
ぴ
午
後
2
時
か
ら
の
2
回
上
映

▽
作
品

11オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
少
女

（監
督
：
ヘ
ン
リ
ー
・
コ
ス
タ
ー
、

出
演
…
デ
ィ
ア
ナ
・
ダ
ー
ビ
ン
、

ス
ト
コ
フ
ス
キ
ー
、
白
黒
80分
）

▽
定
員

11各
回
と
も
60人
（
電
話

で
申
し
込
み
を
）

＠
移
動
公
民
館

「
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
」

油
絵
や
水
彩
画
の
基
礎
と
な
る

デ
ッ
サ
ン
を
中
心
に
学
び
、
後
半

に
油
彩
や
水
彩
な
ど
自
由
な
画
材

で
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

▽
日
時

1
1
9月
7
日
1
1
0月
26日

の
毎
週
土
曜
日
午
前

10時
ー
正
午

▽
会
場

11平
山
地
区
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
こ
遠
慮
を

▽
講
師

11今
村
昭
寛
氏
（
洋
画
家
）

▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

20人
（
先
着
順
）
※
定
員
を

超
え
た
場
合
、
七
生
中
・
平
山
中

地
区
の
方
を
優
先
。
申
し
込
み
を

▽
持
ち
物

11画
用
紙
、
画
板
、
デ

ッ
サ
ン
用
筆
記
具
、
イ
ー
ゼ
ル
、

油
絵
若
し
く
は
水
彩
用
具

一
式

（
あ
っ
せ
ん
も
し
ま
す
）

＠
青
年
対
象
事
業

「

演

劇

講

座

」

誰
で
も
自
分
と
違
う
者
を
演
じ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
、
そ
の
表
れ
が
演
劇
で
す
。
プ

ロ
の
指
導
に
よ
り
、
最
終
回
に
は

発
表
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

11
9
月
3
日
1
1
1月
5
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後

7
時
i
9時

▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
お
お
む
ね

18歳
1
2
9歳
の
方

25人
※
申
し
込
み
を

▽
持
ち
物

11動
き
や
す
い
服
装
、

底
の
薄
い
運
動
靴

▽
講
師1
1
あ
ず
さ
欣
平
氏
•
福
井

緑
氏
（
劇
団
芸
協
）

＠
バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン
「
韓
国
の

う
た
・
ア
リ
ラ
ン
の
ふ
る
さ
と
」

お
隣
り
の
国
な
の
に
意
外
に
そ

野
外
活
動
講
習
会
“
風
と
緑
と
口
笛
と
‘

〗1
掌
誼
を
拳
ぶ

ー
シ
第

野
外
活
動
講
習
会
を

5
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
野
外
活
動

全
般
に
つ
い
て
実
践
的
な
内
容

を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

青
少
年
育
成
活
動
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
る

一

i
ー

、

ー

、

ー

、

1
,
1
,
1
,
i
1

なに会t̂
退よよし

方
、
こ
れ
か
ら
携
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
方
な
ど
、

奮
っ
て
こ
参

加
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
第

1
回
は
、
草
笛

を
勉
強
（
練
習
）
し
ま
す
。

▽
日
時

1
1
8月
18日
佃
午
後

2

時
1
4時
30分
※
雨
天
実
施

9
_
iー

入
り
』
」

9

『女のライフスタイルを考える』講座日程表

高齢社会と女の一生

ーなぜ女達（たち）が介護を
担うのか一

どう生きる人生80年

一明日に向かって生きがいを一

（社）中高年齢者
雇用福祉協会
研究主幹

小杉山届豊子氏

8
月
の
人
権
擁
護
委
員
活
動

＊
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
（
笑
顔

で
キ
ャ
ン
プ
／
．
）

▽
日
程

1
1
8月
17日
出

1
1
8日
⑮

▽
会
場

11檜
原
フ
ァ
イ
ト
村

▽
日
時

1
1
9月
10日
1
1
1月
12日

の
毎
週
火
曜
日
午
後

6
時
30分
ー

8
時
30分
※

10月
1
日
・

29日
を

除
く

▽
会
場

11
-―
一
中
図
書
室

▽
講
師

11井
田
武
氏
(
-
木
会
会

員）

、ら

▽
対
象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在

ヽ

学
者

20人
（
先
着
順
）
※
定
員
を

超

え

た

場

合

、

三

中

・

三

沢

中

地

+

~

区

の

方

を

優

先

。

申

し

込

み

を

口

I

▽
持
ち
物

11書
道
用
具
一
式
‘
ぞ

5

う
き
ん

2
枚
、
上
履
き

＠
公
民
館
講
座
「
女
の
ラ
イ
フ
ス

の
文
化
を
知
ら
な
い
韓
国
。

タ
イ
ル
を
考
え
る
ー
高
齢
社
会
を
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
や
発

歌
を
通
し
て
韓
国
に
ふ
れ
て
み
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
ー
」
育
不
足
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

ま

せ

ん

か

。

介

護

の

問

題

や

人

生

80年
時
代
で
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
で
き

▽
日
時

1
1
8月
24日
出
午
後

2
時
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
考
な
い
た
め
に
、
保
護
者
が
就
学
さ

か

ら

え

て

み

ま

せ

ん

か

。

せ

る

義

務

を

猶

予

、

免

除

さ

れ

た

▽
出
演

11
戸
田
志
香
（
韓
国
歌
▽
日
程
・
内
容
・
講
師

11別
表
の
方
な
ど
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
と

曲

）

、

川

本

真

理

（

ピ

ア

ノ

）

と

お

り

同

等

の

資

格

を

与

え

る

も

の

で

す

。

▽
曲
目

11先
駆
者
、
新
ア
リ
ラ
ン
、
▽
時
間

11午
前

10時
＼

正

午

▽

受

験

資

格

11次
の
い
ず
れ
か
に

旅

人

、

故

郷

の

春

ほ

か

▽

対

象

11市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
該
当
す
る
方

▽
定
員
1180人
※

申

し

込

み

を

者

70人
（
男
性
も
歓
迎
。

1
回
だ
け

0
来
年

3
月
31日
ま
で
に
満

15歳

＠

移

動

公

民

館

の

受

講

も

可

）

※

申

し

込

み

を

以

上

に

な

る

方

で

、

現

在

保

護

者

「
初
心
者
書
道
教
室
」
以
上
▽
会
場

11明
記
の
な
い
も
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ

筆
の

持

ち

方

か

ら

使

い

方

な

ど

の

は

中

央

公

民

館

る

義

務

を

猶

予

若

し

く

は

免

除

さ

基
本
的
な
技
術
を
学
ぶ
実
習
と
、
※
公
民
館
映
画
会
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
以
前
に
さ

文
字
と
書
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
サ
ロ
ン
、
公
民
館
講
座
「
女
の
ラ
れ
た
方

め
る
講
義
を
行
い
ま
す
。

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
」
は

1

0
保
護
者
が
旧
尋
常
小
学
校
ま
た

0

.

＃
・
t

．

零
・
・
▲
▼
暑
・
t

.

＃
・
t

;＃
・
~

善
・
~

参
？

▲
▼
羞
テ
t

．
暑
：▲
▼
．
尋·
t

'

~

．
9
・・
▲
▼
9

t

.f

~
.

9

t

'

t

;量
・~

；
量・
~

羞

・~

會

．~

羞
そ
▲`
▼
、
尋
~

い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
匿
名
相
談
も

可
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

F
A
X

相
談
は

24時
間
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
み
先

11子
ど
も
人
権
オ
ン

プ
ズ
マ
ン
（
平6
0
4
2
3
•
7
1
.

2
4
6
6昼
間
／
6
9
1
.
2
3
1

5
夜
間
）
※

F
A
X番
号
も
同
じ

＊
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
の
貸
し
出

し

ヽ
’

▽
会
場

11自
然
体
験
広
場
（
仲

田
小
隣
）
、
中
央
公
民
館

▽
内
容

11自
然
体
験
広
場
の
草

に
よ
る
実
習
と
中
央
公
民
館
で

の
講
義
（
復
習
等
）

▽
講
師

11西
沢
和
夫
氏
（
日
野

草
笛
の
会
代
表
）

▽
対
象
11市
内
在
住
の
高
校
生

以
上
の
方

▽
申
込
み

1
1
8月
15日
困
ま
で

に
電
話
で
生
涯
学
習
課

(
6
内

線

533)

へ

在宅介護から
見えて くるもの

一高齢者の介助を通して一

長寿社会と家族の行方

ー変わりゆく家族一

投稿誌わいふ
副編集長

和田好子氏

豊かな人生を

創（つく ）るために

-10年後の自分が見えますか一

▽
内
容

11満
天
の
星
を
楽
し
も
う

▽
費
用

11小
学
生

2
千
900円
、
中

学
生
以
上
4
千
円
（
交
通
費
、
食

費
、
保
険
料
ほ
か
）
※
当
日
徴
収

▽
申
込
み

1
1
8月
10日
出
ま
で
に

ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
平
清
太
郎

(6191新
井

863
の64)

へ

＊
地
域
座
談
会
（
子
供
の
居
場
所

づ
く
り
）

▽
日
時

1
1
8月
21日
困
午
前
10時

ー
正
午

▽
会
場

11子
ど
も
人
権
オ
ン
プ
ズ

マ
ン
・
平
宅
（
新
井

863の
64)

▽
内
容

11担
任
へ
の
信
頼
感
と
不

信
感
に
つ
い
て
な
ど

＊
子
ど
も
人
権
専
門
相
談

子
ど
も
人
権
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
が

歳
ー
未
就
学
児
の
保
育
あ
り
。
事

前
に
申
し
込
み
を
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

11中
央
公

民
館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)

5
月
24日
に
行
わ
れ
た
「
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
人
権
メ
ッ
セ
ー

ジ
発
表
会
」
の
ビ
デ
オ
を
貸
し
出

し
ま
す
。

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先

11広
報
課
市
民
相
談
担
当

(ft85

.
2
0
0
0
)
 

願書受け付け

フリーライター

上野い く子氏

淑徳大学講師

中田光彦氏

フリーライター

上野いく子氏

は
旧
国
民
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義

務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方

〇
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
方
（
来
年

3
月
31日
ま

で
に
満
16歳
以
上
に
な
る
方
に
限

る
）
で
、
保
護
者
が
手
続
き
を
し

て
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
な
か

っ
た
が
、
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
事
由
と
同
等

の
理
由
が
あ
っ
た
と
文
部
大
臣
が

認
め
た
方

▽
願
書
受
付

1
1
8月
5
日
⑪

1
9

月
4
日
因
に
東
京
都
教
育
委
員
会

で▽
試
験
日

11
11月
8
日
⑤

▽
問
合
せ
先

11東
京
都
教
育
庁
学

務
部
義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課

(
6
0
3
.
5
3
2
0
.
6
7
5
2
)
 

郡
年
度
日
野
市
教
育
委
鼻
会
第

4
回
定
例
会
が

7
月
11日
に
開
か

れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

こ。t
 

＠
審
議
事
項

▽
教
職
員
人
事
に
つ
い
て
同
意

▽
日
野
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

協
会
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定
に

つ

い

て

可

決

▽
第
19期
日
野
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

同
意

▽
第
16期
日
野
市
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

同
意

▽
教
育
委
嗣
会
事
務
局
職
曇
人
事

に

つ

い

て

同

意

⑥
報
告
事
項

▽
杉
野
学
園
百
草
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

使
用
に
関
す
る
要
網
の
制
定
に
つ

い
て
ほ
か
1
件

次
回
の
定
例
会
は
、

8
月
8
日

困
午
後

1
時
に
開
催
予
定
で
す
。

（
教
育
委
員
会
庶
務
課
）

ひ
ら
や
ま
児
童
館

C
9
2
.
6
8
1
1
 

＠
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば

▽
日
時

11
1
日
困
・

15日
因
午
前

10時
ー

11時

▽
内
容

11水
遊
び

▽
対
象

11乳
幼
児
と
親

▽
持
ち
物

11水
着
、
タ
オ
ル
ほ
か

＠
お
ば
け
や
し
き
実
行
委
員
会

▽
日
時
1116日
画
午
後

3
時
1
4

時▽
内
容

11お
ば
け
や
し
き
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
人
を
募
集

▽
対
象
11
小
5
以
上

10人
程
度

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

＠
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時
1123日
⑤
・

24日
出
午
前

10時
30分
ー
正
午

(23日
は
午
後

1
時
30分
ー

3
時
30分
も
）

▽
対
象
11小
学
生
以
上
。
幼
児
は

保
護
者
同
伴

＠
夏
休
み
つ
く
ろ
う
I
．
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
知
恵
袋

▽
日
時

1130日
画
午
前
10時
30分

ー
正
午

▽
内
容

11広
告
紙
に
ア
ン
デ
ル
セ

ン
を
塗
っ
て
花
び
ん
や
鉛
筆
立
て

を
つ
く
ろ
う

▽
対
象
11小
1
以
上

15人

※
申
し
込
み
を
。

＠
星
空
親
子
映
画
会

(
6日
）
は

問
い
合
わ
せ
を

＠
つ
く
ろ
う
「
牛
乳
パ
ッ
ク
で
い

ろ
い
ろ
」

▽
日
時

1
1
1日
困
・

2
日
⑤
．

3

日
国
午
前
10時
ー

11時

※
ど
な
た
で
も
。

＠
親
子
電
気
工
作

▽
日
時

11
7
日
困
午
前
10時
ー

11

時▽
対
象
11
小
学
生
40人
（
小
l
.

小
2
は
保
護
者
同
伴
）

※
甲
し
込
み
を
。

＠
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時

1128日
困
午
後
2
時
30分

ひ
の
児
童
館

C
8
1
.
7
6
7
5
 

◎

c

局

＠

＠
夏
休
み
製
作
・
ハ
ン
カ
チ
で
作

る
ポ
シ
ェ
ッ
ト

▽
日
時

1
1
5日
⑪
．

6
日
図
午
前

9
時
30分
ー
11時
30分

あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

C
8
3
.
4
3
4
6
 

屈

冠

箇

◎

i
4時、

29日
困
午
前

10時
ー
11

時
30分

※
ど
な
た
で
も
。
幼
児
は
保
護
者

同
伴
゜

＠
電
気
工
作
を
し
よ
う
！
光
で
走

る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

▽
日
時

1
1
9日
面
午
後

2
時
＼
3

時
30分

▽
対
象
11
小
1
以
上

20人
（
小

1

ー
小
3
は
親
子
で
）

※
申
し
込
み
を
。

＠
よ
う
じ
の
つ
ど
い

▽
日
時1
1
2
1
日
困
•
2
2日困
午
前

10時
30分
ー

11時
30分

▽
内
容
lI水
あ
そ
び
※
雨
天
時
は

内
容
を
変
更

▽
対
象

1121日
…

2
1
3歳
児
と

親
／
22日：・・
1
歳
半
前
後
の
子
と

親▽
持
ち
物

11水
着
、
タ
オ
ル

＠
ミ
ス
テ
リ
ー
大
会
「
夏
休
み
の

夜
を
み
ん
な
で
楽
し
く
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
に
す
ご
そ
う
！
」

▽
日
時

1124日
出
午
後

6
時
ー

8

時▽
内
容
11お
ば
け
や
し
き
、
野
外

映
画
会
ほ
か

▽
対
象

11小
1
以
上
※
幼
児
は
保

護
者
同
伴

• ⑥ 
31小
日鳥
出の
-！槌
は緬
問づ
いく
合り

わ＾
せ 30
を日 '---l 、i•.

曲）▲何が出て来るのかな？

も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

C
9
1
.
7
0
0
1
 

▽
対
象
11小
学
生

▽
費
用

11150円

※
申
し
込
み
を
。

＠
チ
ビ
ッ
コ
水
あ
そ
び

▽
日
時1
1
6

日

g
.
1
3日凶
•
2
0

日
g
午
前
10時
i
1
1時

▽
対
象

11乳
幼
児
と
親

＠
夏
休
み
電
気
教
室
・
君
だ
け
の

電
気
を
つ
く
ろ
う

▽
日
時

1
1
8日
困
午
前

10時
1
1
1

時
30分

▽
対
象
11
小
学
生
40人
（
小

1
ー

小
3
は
保
護
者
同
伴
）

※
申
し
込
み
を
。

＠
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時1
1
3
0
日
⑤
•
3
1日山
午
前

10時
ー

11時
30分

(30日
は
午
後

1
時
30分
ー

3
時
も
）

※
ど
な
た
で
も
。
幼
児
は
保
護
者

同
伴
゜

＠
布
ぞ
つ
り
を
つ
く
ろ
う
／
．

▽
日
時

1
1
7日
困
午
前
10時
ー
正

午▽
対
象
11小
3
以
上
※
小
2
以
下

は
親
子
で

▽
費
用

11100円

▽
持
ち
物
11ボ
ロ
布

※
申
し
込
み
を
。

＠
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

▽
日
時

1117日
出

1
2
4日
出
午
前

10時
ー
正
午

▽
対
象
11期
問
中

3
日
以
上
来
ら

れ
る
小

3
以
上
12人

▽
持
ち
物
11
マ
チ
針

10本

＠
か
ま
ぼ
こ
板
の
ミ
ニ
四
駆

▽
日
時

1120日
g
午
前

10時
1
正

午▽
対
象

11小
l
以
上

15人

▽
費
用

11300円

※
申
し
込
み
を
。

＠
ト
ラ
ッ
ク
プ
ー
ル
で
あ
そ
ぽ
っ

▽
日
時

1120日
g
午
前

10時
30分

ー

11時
30分

▽
対
象
11乳
幼
児
の
親
子

▽
持
ち
物
11水
着
、
タ
オ
ル
、
水

遊
ぴ
の
道
具

＠
お
ば
け
ハ
ウ
ス
づ
く
り

(26日

回
）
は
問
い
合
わ
せ
を

み
さ
わ
児
童
館

C
9
1
.
3
4
5
6
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1996年（平成8年） 8月1日
；塚

第900号
，;象 詞to(8) 

市役所
代表電話霊85-1111

溢

※外国籍の方も受験できます。

もよおし

園

立
総
合
病
院
臨
時
職
員

▽
職
種

11看
護
婦
▽
募
集
人
数

11

若
干
人
▽
資
格
11看
護
婦
の
有
資

格
者
で
、
お
お
む
ね

45歳
く
ら
い

ま
で
の
健
康
な
方
▽
勤
務
日
時

11

原
則
と
し
て
月
曜
ー
金
曜
日
午
前

8
時
30分
ー
午
後

5
時
※
面
談
で

決
定
▽
給
与

11時
給
千
420円
※
交

通
費
全
額
支
給
、
被
服
貸
与
、
社
会

保
険
あ
り
▽
応
募
方
法

11履
歴
書

（
写
真
添
付
）
と
資
格
証
（
写
し
）

を
同
病
院

(-T191多
摩
平

6
の
ー

の
1
6
8
1
.
2
6
7
7
)
へ
持
参

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

9

時
ー
午
後

5
時
）
ま
た
は
郵
送

分
ー
正
午
※
京
王
線
百
草
園
駅
改

札
前
集
合
。
小
雨
実
施
▽
会
場

11

浅
川
・
程
久
保
川
合
流
点
▽
内
容

1
1
川
魚
•
水
生
毘
虫
・
水
際
の
植
物

た
ち
と
遊
ぶ
、
水
辺
の
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
▽
講
師
11本
間
敏
弘

氏
（
動
物
学
者
）
ほ
か
▽
定
員

11

先
着
50人
※
園
児
、
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
▽
費
用

11大
人
300円、

小
人
loo円
（
保
険
料
ほ
か
）

▽
持

ち
物

11弁
当
、
水
筒
、
着
替
え
▽

申
込
み
先

11多
摩
い
き
も
の
友
の

会
（
下
重

6
9
1
.
7
5
0
3夜
問
）

■日
野
療
護
園
「
第

14回
ふ
れ
あ

い
盆
踊
り
」

▽
日
程

11
8
月
10日
▽
時
間
・
内

容
11午
後

2
時
1
4時
…
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
／

5
時
30

分

1
8時
30分
…
盆
踊
り
、
模
擬

店
、
花
火
ほ
か
※
車
で
の
来
場
は

こ
遠
慮
を
▽
会
場
・
問
合
せ
先
II

同
園

(
6
9
3
.
2
4
2
1
)

■第
22
回
多
摩
平
夏
の
ま
つ
り

■ワ
ク
ワ
ク
い
き
も
の
探
険
「
水

▽
日
程

・
内
容

1
1
8月
10日
…
み

辺
の
い
き
も
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
こ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
大
民
踊

▽
日
時

1
1
8月
3
日
午
前

9
時
30

流
し
ほ
か
／
11
日
…
み
こ
し
、
ば

,‘‘、/9‘‘、ク9‘,'‘‘‘‘‘,'‘‘、/‘‘‘‘、99‘,'‘、ク'‘‘‘,'9'‘
―

i成

9
年

m
n
"
野
市
職
員
募
集

▽
職
種
・
受
験
資
格
・
募
集
人
数
し
込
み
は
不
可

11別
表

の

と

お

り

▽

第

1
次
試
験

11
9
月
22日

▽
提
出
書
類

11①
所
定
の
試
験
申
▽
問
合
せ
先

11職
員
課

6
内
線

441

込
書
（
市
役
所

4

階
職
貴
課
、
七
生

・
多
摩
平
両
支
所

で
配
布
）
②
最
終

学
歴
の
卒
業
（
見
格

込
み
）
証
明
書
と
資

成
績
証
明
書
③
児
合

易^

童
厚
生
晨
は
資
格
受

取
得
（
見
込
み
）
び

証

明

書

及

▽
応
募
方
法

1
1
9
種

月
3
日
1
5日
午

職

前

9
時
ー
正
午
、
集

午
後

1
時
ー
4
時

募

に
市
役
所

5
階
504

会
議
室
へ
持
参
※

郵
送
・
代
理
の
申

大学卒 1967年 4月2日
短大卒程度（高校卒を含む）

1970年 4月2日
以降生まれた方

●大学卒…学校教育法に よる大学
を卒業しているか、 1997年 3月31
日までに卒業見込みの方
●短大卒程度・・・学校教育法による
短期大学（高等専門学校を含む ）、
高等学校及び高等学校卒業を条件
とする 2年制以上の専門学校を卒
業しているか、 1997年 3月31日ま
でに卒業見込みの方
※技術職員については、土木課程
を履習のこと

小学校教諭免許、幼稚困教諭免許、
1972年 4月2日以降生まれ 保母資格のいずれかを取得してい
た方 1るか、 1997年 3月31日までに取得

見込みの方

を
雙
鴨
り
唸
鴫

▽
締
め
切
り
は

1
日
号
が
前
月

15日
（
必
着
）
、

15日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。
な
お
、

締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
紙
面

の
都
合
に
よ
り
掲
載
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

か
面
お
ど
り
、
腹
話
術
、
鼓
笛
隊
、

和
太
鼓
、
一
輪
申
ほ
か
▽
時
間

11

午
前

10時
ー
午
後

8
時
▽
会
場

11

J
R
豊
田
駅
北
側
※
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
あ
り
。
ま
つ
り
当
日
の
作
品

を
募
集
▽
問
合
せ
先

11同
実
行
委

晨
会
（
栗
田
6
8
1
.
3
5
8
2
)

■日
野
市
美
術
連
盟
夏
期
講
習
会

▽
日
時

1
1
8月
10日
・

11日
午
前

9
時
30分
＼
午
後
3
時
30分
▽
会

場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
11裸
婦
固
定
▽
費
用

1
1
1日
千

Zoo円
▽
持
ち
物

11弁
当
▽
問
合
せ

先

11渡
部

(
6
9
1
.
3
5
7
4
)

■夏
休
み
親
子
絵
手
紙
教
室

▽
日
時

11
8
月
23日
午
後

1
時
ー

3
時
▽
対
象

11親
子
先
着
20組
▽

会
場
・
申
込
み
先

11日
野
郵
便
局

(6
8
1
.
4
0
0
0
)
 

■障
害
者
福
祉
団
体
「
あ
い
あ
む
」

か
ら

▼
う
き
つ
き
手
芸
教
室
▽
日
時

11

8
月
23日
午
前

10時
1
正
午
▽
会

場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
11夏
休
み
簡
単
手
芸
教
室
▽
費

用
11参
加
費
Zoo円
、
材
料
費
lOo円

か
ら
▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
日

時

1
1
8月
25日
午
前

10時
ー
午
後

4
時
※
雨
天
は
31日
▽
会
場

11市

役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ
※
出
店
者
を

募
集
（
参
加
費
300円
、
賛
同
支
援
金

売
り
上
げ
の

2
割）

▽
問
合
せ
先

11あ
い
あ
む

(
6
8
6
.
8
3
8
3
)

■料
理
実
習
講
習
会
ー
調
理
の
基

本
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

▽
日
時

1
1
9月
7
日・

21日、
10月

5
日・

19日、
11月
9
日
午
前

9
時

45分
i
午
後

2
時
▽
会
場

11友
の

家
（
立
川
市
栄
町
）

▽
費
用
I
l
l

印ぽしゅう

■八
ヶ
岳
宿
泊
自
然
観
察
会

▽
日
程

1
1
9月
7
日
ー

8
日
※
往

復
貸
し
切
り
バ
ス
。
大
成
荘
宿
泊

▽
集
合

11午
前

7
時
⑳
分
に
J
R

八
王
子
駅
南
口
た
ま
し
ん
前
▽
コ

ー
ス

11登
山
コ
ー
ス
…
賽
の
河
原

ー
高
見
石
小
屋
ー
高
見
石
ー
白
駒

池
駐
甲
場
※
登
山
用
の
服
装
で
参

加
を
／
一

般
コ
ー
ス
・
・
・
渋
の
陽
温

泉
ー
奥
蓼
科
・
メ
ル
ヘ
ン
街
道

1

麦
草
ヒ
ュ
ッ
テ
ー
白
駒
池
ー
高
見

石
ー
白
駒
池
註
車
場
▽
定
鼻

11先

着
40人
▽
費
用
11会
員
外

1
万
4

千
円
（
保
険
料
含
む
）

▽
申
込
み

1
1
8月
6
日
午
前

9
時
か
ら
電
話

で
日
野
の
自
然
を
守
る
会
（
片
岡

6
8
2
.
0
6
9
6
)

へ

王
体
育
施
設
9
月
利
用
分
抽
選
会

▽
抽
選
日

1
1
8月
1
日
▽
区
分

・

会
場
・
集
合
時
間

11テ
ニ
ス
個
人

…
市
役
所

1
階
101会
議
室
に
午
後

7
時
／
テ
ニ
ス
団
体
…
多
摩
平
支

所
西
側
受
付
に
午
前
9
時
／
野
球

団
体
：
市
役
所

2
階
東
側
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
前
に
午
後

7
時
▼
抽
選
除

外
日
▽
多
摩
平
第

一
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

1
1
9月
8
日
・

16日
※
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
秋
季
個
人
戦
ほ
か
▽

旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

1
1
9月
7
日
・

14日
※
秋
季
女
子

タ
ブ
ル
ス
（
硬
式
）
▽
多
摩
平
第
一

公
園
野
球
場

1
1
9月
1
日
・

22
日

※
地
域
開
放
日
ほ
か
▽
旭
が
丘
中

央
公
圏
野
球
場

1
1
9月
1
日
・

16

日
※
地
域
開
放
日
ほ
か
▽
問
合
せ

食
スホ‘ ッ

杢
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
教
室

▽
日
時

1
1
8月
31日
・

9
月
7
日

午
後
1
時
1
3時
▽
会
場

11南
平

体
育
館
▽
対
象

11中
学
生
以
上
の

市
民
20人
▽
費
用
11保
険
料

100円

▽
申
込
み

1
1
8月
9
日
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
教
室
希
望
を

記
入
し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒
191神
明

1
の

12
の
1
6内
綜

542)
へ
※
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選

用

民
体
育
大
会
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
日
程

1
1
8月
31日
1
9月
1
日

※
雨
天
実
施
。
大
成
荘
宿
泊
▽
内

容
11蓼
科
山

(
2千
530屈
）
歩
行

4
1
5時
間
、
三
ツ
峠
山
（
千
786

認
）
歩
行
4
1
5時
間
、
健
脚
向

き
▽
対
象

11
18歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

55人
▽
費
用

1
1
9千
円
▽
申
込
み

11
8
月
7
日

（
必
羞
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
大
会
名
（
ハ
イ
キ
ン
グ
）

を
記
入
し
、
日
野
市
教
育
委
晨
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒

191神
明

1

の
12の
1
6内
線

543)
へ
※
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選

爵

民
体
育
大
会
水
泳
競
技

▽
日
時

1
1
9月
1
日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
会
場

11市
民
プ
ー
ル
▽

種
目

11小
学
生
・
中
学
生
・
一
般

．
壮
年
の
部
で
各
種
目
※

l
人
2

種
目
以
内
（
リ
レ
ー
を
除
く
）
▽

費
用
1
1
1
種
目
300円
（
リ
レ
ー
は

ー
チ
ー
ム

300円）

▽
申
込
み

1
1
8

月
21日
午
後

5
時
ま
で
に
直
接
、

市
役
所

5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ヘ

万
2
千
円
▽
申
込
み
先

11多
摩

友

先

11ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

6
内
綜
541

の
会
（
立
川

6
9
3
.
6
9
7
8
)

■創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時

1
1
9月
3
日
・

4
日
午
後

■た
す
け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ

I
I
B
e
す
け
っ
と
II
説
明
会

▽
日
時

1
1
8月
4
日
午
後

1
時
30

分
か
ら
▽
会
場

11高
幡
図
書
館
※

同
会
は
非
営
利
の
自
立
援
助
サ
ー

ビ
ス
団
体
▽
問
合
せ
先

11
同
会

(
6
8
5
.
3
9
3
9
)
 

■東
京
司
法
書
士
会
三
多
摩
支
会

「
電
話
に
よ
る
無
料
登
記
相
談
」

▽
日
時

1
1
8月
5
日
ー

9
日
午
前

10時
ー
午
後
4
時
▽
相
談
受
付
電

話
番
号

11
9
4
.
5
0
7
0、
83.

5
8
8
0
、
8
4
.
5
3
5
0
、
91

.
0
4
0
2
、
8
4
.
3
7
5
5
、

8
7
.
2
3
5
1
、9
3
.
8
7
0
6、

8
4
.
8
0
8
7
▽
問
合
せ
先

11安

楽

(
6
8
3
.
5
8
8
0
)

■日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

▽
日
時

1
1
8月
6
日
午
前

9
時
30

分
か
ら
▽
会
場

11市
立
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11映
画
上

映
と
概
要
説
明
（
入
会
受
け
付
け

は
後
日
）
▽
閻
合
せ
先

11同
セ
ン

タ
ー
（

6
8
1
.
8
1
7
1
) 凡ごあん↑~I

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。
電
話

申
し
込
み
は
不
可
▽
問
合
せ
先
II

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線

543

■秋
季
硬
式
テ
ニ
ス
女
子
ダ
ブ
ル

ス
大
会

▽
日
程

1
1
9月
7
日
・

14日
※
予

備
日
21日
▽
会
場

11旭
が
丘
中
央

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
対
象

11市

内
在
住
・
在
勤
者
▽
費
用

1
1
1ペ

ア
4
千
円
▽
申
込
み

1
1
8月
8
日

（
必
着
）
ま
で
に
現
金
書
留
で
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
井
上
文
枝
(
〒
191西
平
山

1

の
20の
1
平
山
台
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

内
6
8
6
.
0
0
3
0
)

へ

圏
[〖

1
時
1
5時
▽
会
場

11立
川
市
市

民
会
館
▽
内
容

11会
社
設
立
方
法

ほ
か
▽
対
象

11創
業
を
予
定
し
て

い
る
方
先
着
80人
▽
甲
込
み

1
1
8

月
16日
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
日

野
市
商
工
会
に
あ
り
）
で
同
商
工

会
(
〒
191東
豊
田

2
の
34の
1
0
6

8
1
.
3
6
6
6
)
へ
郵
送

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
夏
休
み
親
子
科
学
教
室
▽
日
時

1
1
8月
19日
・

20日
午
前

10時
1

正
午
▽
対
象

11小
3
以
上
▽
内
容

11光
線
電
話
か
ラ
イ
ン
カ
ー
※
変

更
の
場
合
あ
り
▽
費
用

11参
加
費

7
千
円
、
材
料
費
3
千
ー
4
千
円

▼
カ
ヌ
ー
リ
バ
ー
ツ
ア
ー
長
瀞
▽

日
程

1
1
9月
7
日
・

8
日
▽
対
象

11初
級
・
中
級
者
▽
費
用
1
1
2万

円
▼
和
太
鼓
教
室
▽
日
時

1
1
9月

7
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
（
全

6
回）

午
後

6
時
30分
ー

8
時
30分
▽
対

象

11中
学
生
以
上
20人
▽
費
用

11

1
万
2
千
円
※
中
学
生
は
千
円
引

き
▼
さ
わ
や
か
ス
イ
ミ
ン
グ
▽
日

時
1
1
9月
19日
か
ら
毎
週
木
曜
日

（全

8
回
）
午
前

10時
1
正
午
▽

会
場

11
コ
ニ
カ
健
保
プ
ラ
ザ
プ
ー

ル
ほ
か
▽
対
象

11泳
げ
な
い
方
か

ら
▽
費
用
11
1
万
9
千
500円
▼
書

道
教
室
▽
日
時
11毎
週
木
曜
日
午

前
10時
ー
正
午
、
午
後

2
時
ー

4

時
▽
対
象

11初
心
者
か
ら
▽
費
用

11月
5
千
800円
▼
ヨ
ー
ガ
▽
日
時

11毎
週
火
曜
日
午
前
9
時
30分
1

11時
▽
費
用
11月
5
千
300円
▼
親

子
ふ
れ
あ
い
教
室
▼
低
学
年
こ
ど

も
会
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会

場
11同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー
（

6
8
2
.
3
1
3
6
)

●
日
野
オ
ー
ル
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア

カ
デ
ミ
ー

▽
毎
月
第2
•

第
4

木
曜
日
午
前

10時
ー
正
午
と
午
後

1
時
ー

3

時
、
第1
•

第
3

金
曜
日
午
後7

時
1
9時
に
中
央
公
民
館
な
ど
で

※
い
ず
れ
か
の
回
に
。
初
心
者
歓

迎
▽
費
用
11月
3
千
円
程
度
▽
問

合
せ
先

11大
野

(
6
9
4
.
7
3
1

1
)
 

■日
野
ア
イ
デ
ア
サ
ー
ク
ル

▽
特
許
・
実
用
新
案
に
つ
な
が
る

発
明
・
エ
夫
等
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
▽
毎
月
第2
•

第
4

水
曜
日
午

後
1
時
30分
ー

4
時
に
女
性
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
▽
対
象

11社
会
人
、

女
性
▽
費
用

11月
500円
▽
問
合
せ

先
11鈴
木

(
t
3
9
1
.
5
5
4
5
)

■子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ち
び
っ
子

ク
ラ
プ
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
前
中
に
高
幡
周

辺
で
▽
内
容

11子
育
て
の
情
報
交

換
、
外
遊
び
▽
対
象

1
1
1歳
ー

3

歳
く
ら
い
の
子
と
母
親
▽
問
合
せ

先
11前
田

(
6
9
1
.
4
5
0
4
)

■社
交
ダ
ン
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
後

1
時
ー

2
時

30分
、
日
曜
日
午
前

10時
ー
11時

30分
に
蕩
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
▽
費
用

11入
会
金
千
円
、
月
3

千
500円
※
男
性
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11菊
池

(
6
9
1
.
3
6
2
2
)

■こ
と
ぶ
き
川
柳
ク
ラ
ブ

▽
毎
月
第
4
土
曜
日
午
前

10時
30

分
ー
正
午
に
高
幡
図
書
館
な
ど
で

▽
費
用

11月
千
円
※
初
心
者
歓
迎

▽
問
合
せ
先

11田
中

(
C
9
1
.
2

1
1
2
)
 

■社
交
ダ
ン
ス
「
ス
テ
ッ
プ
友
の

l
 

会」▽
毎
週
月
曜
日
午
後

1
時
1
4時

に
八
主
子
信
用
金
庫
日
野
支
店
で

▽
対
象

11中
級
の
男
性
と
ペ
ア
▽

費
用

11入
会
金
千
円
、
月

2
千
500

円
※
プ
ロ
が
指
導
▽
問
合
せ
先
II

土
方

(
6
8
2
.
2
1
4
7
)

■ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
ご
＿
緒
に
／
．

▽
毎
週
土
曜
日
正
午
ー
午
後
1
時

30分
に
J
R豊
田
駅
北
ロ
パ
ー
ク

ビ
ル

8
階
で
▽
対
象

11初
心
者
▽

費
用

11月
5
千
円
※
見
学
歓
迎
▽

▽
問
合
せ
先

11宮
沢

(
6
8
3
.
8

2
7
1
)
 

■社
交
ダ
ン
ス
「
エ
ポ
ッ
ク
」

▽
毎
週
月
曜
・
水
曜
日
午
後

7
時

1
9時
に
五
小
大
ホ
ー
ル
な
ど
で

▽
対
象

11初
級
・
中
級
者
※
プ
ロ

が
摺
導
▽
費
用

11入
会
金
千
円
、

月

4
千
円
▽
問
合
せ
先

11
馬
場

(
6
8
4
.
6
0
8
2
)
 

■ミ
ニ
テ
ニ
ス
「
日
野
ク
ラ
ブ
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後

6
時
30分
か

ら
二
小
、
日
曜
日
午
前

10時
か
ら

六
小
な
ど
で
▽
費
用
11年
千
円
※

忠
翌
年
の
方
歓
迎
▽
問
合
せ
先
II

早
瀬

(
6
8
2
.
3
2
4
7
)

■少
林
寺
拳
法

▽
毎
週
水
曜
・
金
曜
・
土
曜
日
午

後
6
時
30分
ー

8
時
40分
に
南
平

体
育
館
な
ど
で
▽
対
象

11小
学
生

以
上
※
見
学
歓
迎
▽
費
用
11入
会

金

2
千
500
円
、
月

4
千
円
※
小

学
生

3
千
円
▽
問
合
せ
先

11秋
吉

(
6
8
1
.
4
3
3
8夜
間
）

■足
の
裏
か
ら
健
康
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
（
定
操
術
）

▽
毎
月
第

4
月
曜
日
午
後

7
時
ー

8
時
30分
に
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
▽
費
用

1
1
1回
千
500

円
▽
問
合
せ
先

11仁
平

(683.

8
6
8
1
)
 

■南
平
体
操
サ
ー
ク
ル

▽
毎
週
木
曜
日
午
前

10時
1
1
1時

30分
に
南
平
体
育
館
な
ど
で
▽
内

容

11ス
ト
レ
ッ
チ
中
心
の
軽
体
操

▽
費
用

11月
2
千
円
▽
問
合
せ
先

11井
上

(
6
9
1
.
5
3
3
2
)

8
月
9
日
金
・

10
日
出
の

こ
み
収
集
は
休
み
で
す
。

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
課
）


